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目次・タイムテーブル 

 

13:30-13:35        開会挨拶  

13:35-14:15        岡田正樹、柴台弘毅 

「洋楽インフルエンサーとしてのヴィジュアル系ミュージシャン 

―hide と SUGIZO を事例に―」 

14:15-14:45         索楡鈞 

「地域内下位文化の成長とサードプレイスの関係を論じる 

深圳市市民中心を例えに」 

14:45-15:15        若林晃央、伊藤千紗 

「現代日本における女子の色の変遷 

―アニメ史に基づく通時的比較研究―」 

15:15-15:45        中川晃 

「音楽コンテンツにおける消費者行動の変容に関する研究 

-多世代間の相違と要因となる因子に着眼して-」 

 

15:45-16:00                                     休憩 

 

16:00-16:30        永井健太郎 

「公害という怪獣 

―『スペクトルマン』を事例に―」 

16:30-17:00        大原尚之 

「自然番組は「自然」「科学」「環境」をどう伝えてきたのか 

―NHK 自然科学番組制作班からの証言に基づいた国際比較―」 

17:00-17:30        中山千里 

「コンテンツツーリズムにおける「宗教性」について 

―ゲーム「刀剣乱舞-ONLINE-」を事例として―」 

17:30-18:00        山中智省 

「「物語の解像度」を高めるラノベ聖地巡礼の現在 

―『千歳くんはラムネ瓶のなか』と「チラムネ福井コラボ」―」 
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一 

研
究
の
目
的
・
対
象
・
方
法 

本
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、
リ
ス
ナ
ー

へ
と
洋
楽
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
的
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と

に
注
目
す
る
。
今
回
は
そ
の
活
動
の
具
体
的
な
内
容
を
詳
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
意
味
に
つ
い
て
の
仮
説
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。
そ
し
て
今
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
に
つ
な
げ
て
い
く
道
筋
を
示
す
。 

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
バ
ン
ド
に
よ
る
楽
曲
の
歌
詞
を
分
析
し
た
作
家
の
森
田
季
節
は
、

対
象
の
範
囲
を
定
め
る
に
際
し
て
「
今
回
は
基
本
的
に
典
型
的
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系

と
フ
ァ
ン
の
中
で
認
識
さ
れ
て
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
中
心
に
し
た
」
と
記
し
て
い

る
（
森
田 

二
〇
二
一
：
六
五
）。
こ
こ
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系

と
そ
う
で
な
い
も
の
の
あ
い
だ
に
明
確
に
線
を
引
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

音
楽
学
者
の
井
上
貴
子
は
「
と
り
あ
え
ず
、
世
間
一
般
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
バ
ン
ド
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
つ
ま
り
『S

H
O

X
X

』

の
よ
う
な
雑
誌
に
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
な
も
の
は
、
本
人
が
い
や
が
っ
て
い
よ
う

が
い
ま
い
が
お
か
ま
い
な
く
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ロ
ッ
ク
と
総
称
す
る
」
と
し
て
い

る
（
井
上 

二
〇
〇
三
：
二
八
）。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
海
外
展
開

に
つ
い
て
研
究
し
た
加
藤
綾
子
は
「
一
般
に
、
１
９
８
９
年
に
メ
ジ
ャ
ー
・
デ
ビ
ュ

ー
し
たX

（
現X

 J
A

P
A

N

）
を
筆
頭
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
衣
装
や
化
粧
と

い
っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
も
音
楽
と
同
様
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
界
観
を
表
現
す
る
重

要
な
手
段
と
し
て
用
い
て
い
る
も
の
を
指
し
て
総
称
す
る
場
合
が
多
い
」（
加
藤 

二

〇
〇
九
：
七
七
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

本
研
究
で
は
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
説
明
を
踏
襲
し
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
紹
介
を

標
榜
す
る
メ
デ
ィ
ア
（
１

）
に
頻
繁
に
登
場
し
、
一
般
的
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
と
認

識
さ
れ
て
い
る
、X

 J
A

P
A

N

や
そ
れ
に
続
く
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
群
（
２

）
を
指
す
こ

と
に
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
今
回
は
、X

 J
A

P
A

N

の
ギ
タ
リ
ス
トh

id
e

（
３

）、
そ

し
てL

U
N

A
 S

E
A

の
ギ
タ
リ
ス
トS

U
G

IZ
O

の
活
動
を
例
に
取
り
上
げ
る
。 

そ
の
う
え
で
、
雑
誌
、
書
籍
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
、
ラ
ジ
オ
番
組
（
の
文
字
記

録
）、
音
楽
作
品
、
映
像
作
品
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を

参
照
し
、
こ
れ
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
活
動
を
整
理
す
る
方
法
を
と
る
。 

 

二 

洋
楽
受
容
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系 

 

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
洋
楽
と
の
関
係
を
主
題
と
し
、
一
九
九
〇
年
代
を
考

察
の
範
囲
に
含
ん
だ
近
年
の
学
術
書
と
し
て
は
『
私
た
ち
は
洋
楽
と
ど
う
向
き
合
っ

て
き
た
の
か
』（
南
田
編
著 

二
〇
一
九
）
が
あ
る
。
こ
の
本
で
は
主
に
「
貫
戦
期
」

（
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半
ば
）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
大
衆
化
し

た
二
〇
一
〇
年
代
に
い
た
る
ま
で
の
、
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
／
リ
ス
ナ
ー
と
洋

楽
と
の
関
係
を
、
複
数
の
書
き
手
が
多
角
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
４

）。 

こ
の
な
か
で
社
会
学
者
の
木
島
由
晶
は
、一
九
八
〇
年
代
を
洋
楽
受
容
の
臨
界
点
、

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
木
島
は
八
〇
年
代
が
「
洋
楽
の
黄
金

期
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、「
洋
楽
を
手
本
と
み
な
す
舶
来
信
仰
」
の
弱
体
化
が
起
こ

っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
捉
え
、「
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
ま
な
ざ
し
を
内
面
化
し
」
た

こ
と
を
そ
の
弱
体
化
の
理
由
に
見
て
い
る
（
木
島 

二
〇
一
九
：
一
四
五
－
一
四
六
、

一
五
二
）。
木
島
は
八
〇
年
代
が
「
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
『
ア
メ
リ
カ
の
影
』

を
払
拭
し
よ
う
と
努
め
る
最
終
的
な
局
面
だ
っ
た
と
要
約
で
き
る
。
そ
し
て
一
九
九

〇
年
代
に
入
る
と
、
邦
楽
の
ヒ
ッ
ト
曲
は
『
ア
メ
リ
カ
の
影
』
を
み
じ
ん
も
感
じ
さ

洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン 

―
hide

とSUGIZO

を
事
例
に―

 

岡
田 

正
樹
、
柴
台 

弘
毅 
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せ
な
い
『
Ｊ
ポ
ッ
プ
』
と
し
て
流
通
し
て
い
く
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
木
島 

二
〇
一

九
：
一
六
三
）。 

別
の
著
作
に
て
、
社
会
学
者
の
南
田
勝
也
は
、
続
く
一
九
九
〇
年
代
を
、
洋
楽
が

不
可
視
化
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。洋
楽
的
要
素
を
音
楽
的
に
、

ま
た
行
動
規
範
的
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
Ｊ
ポ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ナ
ー
の
あ
い

だ
で
は
洋
楽
を
参
照
す
る
必
要
性
が
薄
れ
て
い
く
。「『
邦
楽
で
十
分
だ
』
と
い
う
意

識
が
醸
成
さ
れ
、
洋
楽
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
動
向
は
ほ
と
ん
ど
不
可
視
化
さ
れ
る
ま

で
に
な
っ
た
。
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
を
強
め
な

が
ら
、
総
じ
て
国
内
だ
け
で
充
足
す
る
音
楽
シ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
っ
た
」
と
い
う

（
南
田 

二
〇
一
四
：
一
七
一
）。
そ
の
う
え
で
南
田
は
、
九
〇
年
代
後
半
（
具
体
的

に
は
九
七
年
以
降
）、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
、
つ
ま
り
洋
楽
ロ
ッ

ク
の
同
時
代
的
動
向
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
別
の
動
き
が
現
れ
た
こ
と
に
も
言
及
し

て
い
る
（
南
田 

二
〇
一
四
：
一
七
二
－
一
九
〇
）。 

つ
ま
り
九
〇
年
代
は
、
洋
楽
の
影
響
を
不
可
視
化
し
た
音
楽
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
顔
・
姿
を
見
な
が
ら
聞
く
歌
モ
ノ
中
心
の
Ｊ
ポ
ッ
プ
（
南
田 

二
〇
一
四
：

一
七
一
、
一
九
二
）
が
メ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
定
着
す
る
一
方
で
、
そ
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
別
の
道
）
と
し
て
、
サ
ウ
ン
ド
の
響
き
・
体
感
を
重
視
す
る
洋
楽
と

同
様
の
聴
き
方
が
で
き
る
音
楽
を
作
り
、
人
的
・
音
楽
的
に
洋
楽
と
の
接
点
を
公
言

す
る
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
台
頭
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当

時
の
日
本
の
ロ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
で
は
、
ハ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
筆
頭
に
ア
メ
リ
カ
の

メ
ロ
コ
ア
／
ハ
ー
ド
コ
ア
と
接
点
を
持
ち
、
メ
ジ
ャ
ー
・
レ
コ
ー
ド
会
社
と
は
契
約

せ
ず
独
立
体
制
で
活
動
を
展
開
す
る
イ
ン
デ
ィ
ー
・
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
も
存
在
感
を

示
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
志
向
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
活
動
と
呼

応
し
、
一
九
九
七
年
に
は
フ
ジ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
エ
ア
ジ
ャ
ム
な
ど
国

内
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
聘
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
が
開
始
さ
れ
、
洋
楽
色
を
強

く
押
し
出
し
た
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
人
気
を
集
め
た
。 

そ
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
占
め
る
位
置
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
こ
こ
で
も
南
田
の
研
究
を
参
照
し
よ
う
。
九
〇
年
代
の
国
内
ロ
ッ
ク
の
自

給
自
足
化
を
示
す
一
例
と
し
て
、
南
田
はB

O
Ø

W
Y

、X

、B
U

C
K

-T
IC

K

ら
に
影

響
さ
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
台
頭
を
挙
げ
て
い
る（
南
田 

二
〇
〇
一
：
二
〇
一
）。

先
程
の
Ｊ
ポ
ッ
プ
／
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
の
区
分
に
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
は
明
ら
か
に
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
側
に
あ
り
、
洋
楽
不
可
視
化
の
動
向
と

結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
５

）。 

し
か
し
、
本
研
究
で
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、
ま
さ
に
一
九
九
〇
年
代
、
複
数

の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
過
去
お
よ
び
同
時
代
の
洋
楽
ロ
ッ
ク
の
サ

ウ
ン
ド
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

ま
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
に
お
い
て
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
デ

ビ
ュ
ー
前
に
ど
の
よ
う
な
洋
楽
の
影
響
を
受
け
た
の
か
を
検
証
し
た
研
究
は
存
在
し

た
が
（
例
え
ば
森
川 

二
〇
〇
三
）、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
自
身
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
」
的
な
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
て
き
た
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
に
お
け
る
洋
楽
の
不
可
視
化
／
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
洋
楽
の
前
景
化
と
い

う
状
況
の
な
か
で
、
一
般
的
に
は
前
者
に
組
み
込
ま
れ
る
は
ず
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系

が
む
し
ろ
洋
楽
と
の
接
近
を
強
く
意
識
し
、
同
時
代
の
動
向
を
含
め
て
リ
ス
ナ
ー
に

向
け
て
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
細
に
論
じ
て
い

く
意
義
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

三 

洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン 

本
節
で
はh

id
e

（X
 J

A
P

A
N

）
とS

U
G

IZ
O

（L
U

N
A

 S
E

A

）
の
活
動
事
例
を

検
討
し
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
一
九
九
〇
年
代
に
洋
楽
を
ど
の
よ

う
に
音
楽
リ
ス
ナ
ー
へ
紹
介
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 
X

 J
A

P
A

N

の
ギ
タ
リ
ス
ト
で
あ
り
、ソ
ロ
の
歌
手
と
し
て
も
活
動
し
たh

id
e

（
一

九
六
四‐

一
九
九
八
）
は
、
キ
ッ
ス
や
レ
イ
ン
ボ
ー
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
や
、

ス
ト
ラ
ン
グ
ラ
ー
ズ
の
よ
う
な
パ
ン
ク
の
影
響
で
バ
ン
ド
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
一

九
八
九
年
に
メ
ジ
ャ
ー
・
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
一
九
九
八
年
に
急
逝
し
て
い
る
た
め
、

メ
ジ
ャ
ー
で
の
活
動
期
間
は
一
〇
年
に
満
た
な
い
が
、
そ
の
間
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で

洋
楽
の
紹
介
に
つ
と
め
た
。
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
の
ハ
ー

ド
ロ
ッ
ク
や
パ
ン
ク
に
加
え
、
九
〇
年
代
の
同
時
代
バ
ン
ド
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ン
ズ
・

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ナ
イ
ン
・
イ
ン
チ
・
ネ
イ
ル
ズ
、
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
、
レ
ッ
ド
・
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ホ
ッ
ト
・
チ
リ
・
ペ
ッ
パ
ー
ズ
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
、
ス
ト
ー
ン
・
テ
ン
プ
ル
・
パ
イ

ロ
ッ
ツ
、
ア
タ
リ
・
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
・
ラ
イ
オ
ッ
ト
ら
を
、
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
、
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
な
ど
で
繰
り
返
し
お
す
す
め
し
た
。
ま
た
一
九
九
三
年
発
売
の
ソ

ロ
楽
曲
「D

ou
b
t

」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
バ
ン

ド
、
Ｌ
７
と
共
演
し
た
ほ
か
、
一
九
九
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ベ
テ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
と
も
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ドzilch

を
結
成
し
て
ア
ル
バ
ム
を
制
作
し
て
い
る
（h

id
e

の
死
後
に
発
売
）。
一
九
九
七
年

に
は
自
身
の
立
ち
上
げ
た
レ
ー
ベ
ル

L
E

M
O

N
ed

か
ら
、
エ
イ
メ
ン
や
バ
ー
ド
ブ

レ
イ
ン
と
い
っ
た
、
決
し
て
日
本
で
の
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
九
〇
年
代
の

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
作
品
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ル
バ
ム
『W

ooF
er!!

（
ウ
ー
ハ
ー
）』
を
発
売
し
て
い
る
。『W

ooF
er!!

』
は
翌
九

八
年
に
も
第
二
弾
を
発
売
す
る
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。
マ
リ
リ
ン
・
マ
ン
ソ
ン
と

も
交
流
が
あ
り
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
共
演
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し

たh
id

e

の
活
動
を
媒
介
に
し
て
洋
楽
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
の
世
界
へ
と
足
を

踏
み
入
れ
た
こ
と
を
公
言
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
存
在
し
て
い
る
（
６

）。 

 

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、LU

N
A

 S
E

A

の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
す
るS

U
G

IZ
O

（
一

九
六
九‐

）
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
団
員
だ
っ
た
両
親
の
元
、
幼
少
期
よ
り
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
音
楽
へ
の
入
口
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。L

U
N

A
 

S
E

A

の
活
動
初
期
よ
りY

M
O

(Y
ellow

 M
a
g
ic O

rch
estra

)

や
渡
辺
香
津
美
、
ミ

ッ
ク
・
カ
ー
ン
が
在
籍
し
た

J
A

P
A

N

、
フ
ラ
ン
ク
・
ザ
ッ
パ
な
ど
を
自
身
の
ル
ー

ツ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し
て
公
言
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
人
気

を
得
て
い
た
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
、
シ
ュ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
やU

K

ド
ラ
ム
ン
ベ
ー
ス
、
サ
イ

ケ
デ
リ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
な
ど
を
自
身
の
音
楽
表
現
に
取
り
入
れ
、
国
内
外
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
共
演
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
特
にL

U
N

A
 S

E
A

活
動
休
止
期

間
の
一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
た
ソ
ロ
活
動
で
は
、
海
外
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
起
用
し

た
リ
ミ
ッ
ク
ス
作
品
『R

E
P

L
IC

A
N

T

』
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
し
、
自
身
の
作
品
を
通

じ
てU

K

ク
ラ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
積
極
的
に
日
本
へ
紹
介
し
た
。
ま
た
、
ト
リ
ビ

ュ
ー
ト
・
ア
ル
バ
ム
『a

 trib
u

te to J
A

P
A

N
 - L

ife in
 T

O
K

Y
O

』(

一
九
九
六)

へ
の
参
加
、B

a
u

h
a
u

s

に
よ
る
『B

u
rn

in
g
 F

rom
 T

h
e In

sid
e

（
国
内
盤
）』(

一

九
八
三=

一
九
九
四)

の
国
内
盤
ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ツ
執
筆
、
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ル
バ
ム
『S
U

G
IZ

O
 m

eets F
R

A
N

K
 Z

A
P

P
A

』(

一
九
九
九)

の
選
曲
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
たS

U
G

IZ
O

の
活
動
は
、
市
川
哲
史
や
（
音

楽
学
者
で
は
な
く
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
）
井
上
貴
子
な
ど
親
交
の
深
い
音
楽
編

集
者
に
よ
っ
て
様
々
な
媒
体
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
さ
れ
、
音
楽
リ
ス
ナ
ー

がS
U

G
IZ

O

を
入
口
と
し
て
新
旧
の
洋
楽
に
触
れ
る
順
路
を
形
成
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、h

id
e

とS
U

G
IZ

O

の
活
動
を
検
討
す
る
と
、
彼
ら
は
名
盤
デ
ィ

ス
ク
ガ
イ
ド
の
よ
う
に
情
報
を
発
信
し
た
こ
と
に
加
え
、
自
身
の
作
品
制
作
実
践
を

通
じ
て
、
新
旧
の
洋
楽
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
洋
楽
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
の
彼
ら
の
手
法
は
、
次
の
二
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ひ
と
つ
は
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ル
バ
ム
の
選
曲
、C

D

ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ツ
や
雑
誌
媒
体
へ
の
推
薦
コ
メ
ン
ト
の
掲
載
、

自
身
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
担
当
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
の
楽
曲
オ
ン
エ
ア
な
ど
で
あ

る
。
も
う
ひ
と
つ
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
ゲ
ス
ト
（
客
演

者
）
と
し
て
海
外
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
起
用
し
た
作
品
制
作
に
留
ま
ら
ず
、
作
品
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ミ
ッ
ク
ス
を
委
ね
る
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
ま
た
、
紹
介
す
る
楽
曲
や
起
用
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
自
身

の
ル
ー
ツ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
相
当
す
る
も
の
か
ら
同
時
代
の
も
の
ま
で
、
国
や
地

域
、
有
名
性
の
有
無
、
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
た
。
い
ず

れ
の
手
法
に
お
い
て
も
、
彼
ら
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
用
し
、
自
身
の
言
葉

で
楽
曲
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
の
魅
力
を
語
り
、
音
楽
リ
ス
ナ
ー
た
ち
が
邦
楽

を
入
口
に
洋
楽
へ
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
の
洋

楽
は
、
少
数
の
音
楽
リ
ス
ナ
ー
が
教
養
や
マ
ニ
ア
ッ
ク
さ
を
競
う
た
め
の
音
楽
で
は

な
く
、
多
く
の
音
楽
リ
ス
ナ
ー
が
楽
し
め
る
魅
力
的
な
音
楽
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
洋
楽
を
紹
介
す
る

た
め
の
様
々
な
実
践
は
、
自
身
の
フ
ァ
ン
層
だ
け
で
な
く
幅
広
い
音
楽
リ
ス
ナ
ー
を

意
識
し
な
が
ら
、
同
時
並
行
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特
徴
だ
と
い
え
る
。 

こ
う
し
た
特
徴
は
当
時
の
新
興
レ
コ
ー
ド
会
社
、
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
が
組
織
的
に
試

み
た
海
外
の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
国
内
に
紹
介
す
る
た
め
の
手
法
と
多
く
の
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共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
〇
年
に
洋
楽
の
輸
入
卸
売
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
は
、
ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
や
テ
ク
ノ
、
ト
ラ
ン
ス
な
ど
海
外

の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
日
本
で
流
行
さ
せ
た
企
業
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
海
外
原
盤
を
用
い
た
自
社
制
作
の
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ル
バ
ム
と

並
行
し
、
国
内
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
起
用
し
た
リ
ミ
ッ
ク
ス
音
源
や
自
社
原
盤

の
楽
曲
を
積
極
的
に
発
信
す
る
手
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス

は

trf

や
浜
崎
あ
ゆ
み
な
ど
の
邦
楽
作
品
を
入
口
に
、
幅
広
い
層
の
音
楽
リ
ス
ナ
ー

が
『J

U
L

IA
N

A

’S
 

T
O

K
Y

O

』(

一
九
九
二-)

シ
リ
ー
ズ
や
『S

U
P

E
R

 

E
U

R
O

B
E

A
T

』(

一
九
九
〇-)
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
洋
楽
の
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ル
バ
ム
を
手
に
取
り
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
が
同
時
並
行
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
が
制
作
し
た
洋
楽
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ル
バ
ム
は
ピ
ー
ク
時
に

１
タ
イ
ト
ル
で
七
〇
万
枚
ま
で
売
り
上
げ
を
拡
大
し
、
新
た
な
洋
楽
リ
ス
ナ
ー
を
開

拓
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
と
し
て
の
様
々
な
実
践
と
そ
の
手
法
は
、
大
手
レ
コ
ー
ド
会
社
、
エ
イ
ベ
ッ
ク

ス
の
成
功
例
と
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
、
意
欲
的
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
手
広
告
代
理
店
と
と
も
に
大
資
本
の
も
と

で
展
開
さ
れ
た
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
の
実
践
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
個
人
の
実
践
で
は
、
そ

の
規
模
に
大
き
な
隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
自
身
の
フ
ァ
ン
を
中
心
に
、
少
な
か
ら

ず
洋
楽
リ
ス
ナ
ー
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 

 

四 

今
後
の
研
究
課
題
と
展
望 

本
報
告
で
は
、h

id
e

とS
U

G
IZ

O

を
例
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
番
組
、
音
楽
作
品
、
映
像
作
品
な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
二
つ
の
手
法
を
用
い
て
新
旧
洋
楽

ロ
ッ
ク
の
紹
介
を
行
っ
て
き
た
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
、
洋
楽
を
か
く
も
積
極
的
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
意
味
は
何
だ

ろ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
次
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。 

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
二
で
も
触
れ
た
、
一
九
九
〇
年
代
の
洋
楽
不
可
視
化
の

問
題
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
一
般
的
に
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
一
群

と
し
て
認
識
さ
れ
、
自
ら
も
当
時
の
主
流
で
あ
る
テ
レ
ビ
と
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
を
強

く
意
識
し
た
音
楽
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
洋
楽
の
不
可
視
化
に
抗
う

か
の
よ
う
に
、
洋
楽
ロ
ッ
ク
か
ら
の
影
響
を
公
言
し
つ
つ
、
同
時
代
洋
楽
ロ
ッ
ク
の

最
新
の
サ
ウ
ン
ド
を
も
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
南
田
（
二

〇
一
四
：
一
七
二
）
が
日
本
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
胎
動
の
年
と
捉
え
た
一
九
九
七
年

よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
と
の
つ
な
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
い
く
ら
洋
楽
と
の
接
点
を

可
視
化
さ
せ
て
も
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。 

こ
う
見
る
と
、h

id
e

やS
U

G
IZ

O

を
は
じ
め
と
す
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
は
、
Ｊ

ポ
ッ
プ
と
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
の
ど
ち
ら
に
も
収
ま
ら
な
い
位
置
に
い
た
と

言
え
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
ど
ち
ら
の
要
素
も
同
時
に
追
求
す
る
よ
う
な
過
剰
性
を

持
っ
て
い
る
。（
意
図
的
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）
彼
ら
の
洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

と
し
て
の
活
動
は
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
枠
組
み
に
あ
り
な
が
ら
も
、
世
界
的
潮
流
と
ダ
イ

レ
ク
ト
に
接
続
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
活

動
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
九
〇
年
代
の
日
本
の
音
楽
と
洋
楽
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
、
非
常
に
興
味
深
い
例
で
あ
る
。 

ひ
と
ま
ず
こ
う
し
た
認
識
を
持
ち
つ
つ
、
本
研
究
は
今
後
、
足
を
使
っ
た
調
査
研

究
を
進
め
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
活
動
の
影
響
や
意
味
に

つ
い
て
、よ
り
具
体
的
に
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。最
後
に
そ
の
展
望
を
述
べ
る
。 

音
楽
編
集
者
の
市
川
哲
史
は
、h

id
e

やS
U

G
IZ

O

を
は
じ
め
と
す
る
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
つ
い
て「〈
自
分
が
好
き
な
洋
楽
ロ
ッ
ク
を
フ
ァ
ン
に
聴

か
せ
た
い
、
聴
い
て
欲
し
い
〉
願
望
の
持
ち
主
が
多
い
（
中
略
）
そ
も
そ
も
洋
楽
ロ

ッ
ク
と
共
に
思
春
期
を
過
ご
し
た
も
の
が
メ
ン
バ
ー
の
過
半
数
を
超
え
る
世
代
だ
」

（
市
川 
二
〇
一
六
：
四
七
〇
）
と
指
摘
し
、
当
時
の
音
楽
専
門
誌
やF

M

ラ
ジ
オ
・

メ
デ
ィ
ア
の
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、
彼
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
側
面
と
と
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も
に
、
洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
加
え
て
、
市

川
は
彼
ら
の
フ
ァ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
、B

U
C

K
 -T

IC
K

が
『
悪
の
華
』(

一
九
九

〇)
を
発
表
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
例
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

自
分
の
推
し
バ
ン
ド
の
全
て
を
理
解
す
る
た
め
の
労
力
を
惜
し
ま
な
い
の
が
当

時
の
女
子
リ
ス
ナ
ー
の
常
で
し
た
か
ら
、
早
速
書
店
に
走
り
岩
波
文
庫
の
『
悪

の
華
』
を
こ
ぞ
っ
て
購
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
「
一
所
懸
命
読
も
う
と
し
て
る

ん
で
す
け
ど
、
意
味
が
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん!

」
と
私
に
泣
き
な
が
ら
訴
え
て
く

る
わ
、
歌
詞
に
出
て
く
る
〈
デ
カ
ダ
ン
ス
〉
を
「
ど
ん
な
踊
り
な
ん
で
す
か?!

」

と
殺
気
立
っ
て
問
い
詰
め
る
ほ
ど
、
彼
女
た
ち
は
絶
望
的
な
気
分
に
陥
っ
て
い

ま
し
た
。（
市
川 

二
〇
一
四
：
九
五
） 

 

音
楽
ラ
イ
タ
ー
の
冬
将
軍
は
、h

id
e

を
「
海
外
の
最
先
端
の
音
楽
を
教
え
て
く
れ

た
」（
冬
将
軍 

二
〇
二
二
：
一
二
九
）
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
だ
と
指
摘
し
、
彼
が
世
界

的
な
流
行
よ
り
も
早
い
時
期
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ロ
ッ
ク
を
日
本
へ
紹
介
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
そ
れ
ま
で
洋
楽
と
は
無
縁
だ
っ
た
女
子
中
学
生

が
『h

id
e

ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
る
ナ
イ
ン
・
イ
ン
チ
・
ネ
イ
ル
ズ
っ
て
な
ん
だ
？
』
と

な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
」（
冬
将
軍 

二
〇
二
二
：
一
三
一
）
と
回
顧
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
市
川
と
冬
将
軍
に
よ
る
指
摘
を
素
朴
に
受
け
取
る
の
で
あ
れ
ば
、
ヴ

ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
フ
ァ
ン
層
の
多
く
は
、
彼
ら
の
強
い
影
響
を
受

け
て
洋
楽
を
聴
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
優
秀
な
洋
楽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
と
し
て
指
摘
す
る
言
説
の
多
く
は
、
彼
ら
と
親
交
の
深
い
音
楽
関
係
者
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
音
楽
関
係
者
か
ら
の
高
い
評
価
に
反
し

て
、「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
影
響
を
受
け
て
洋
楽
を
聴
き
始
め
た
」

こ
と
を
公
言
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
音
楽
リ
ス
ナ
ー
の
言
説
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

彼
ら
の
実
践
が
洋
楽
リ
ス
ナ
ー
の
拡
大
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
の
か
を
既
存
の

言
説
群
の
み
か
ら
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

本
研
究
は
今
後
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
フ
ァ
ン
層
に
焦
点
を
当

て
、
一
九
九
〇
年
代
当
時
の
音
楽
専
門
誌
と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
読

者
投
稿
欄
の
分
析
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
通
じ
て
、
市
川
や
冬
将
軍
の
言
説
を
検

証
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
、
日
本
に
お
け
る
洋
楽
受
容
史
研
究
の
な
か
で
見
落
と

さ
れ
て
き
た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し

た
い
。 

 

 

注 （
１

） 

例
え
ば
井
上
も
名
前
を
出
し
て
い
る
『SHOXX

』（
音
楽
専
科
社
）
は
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
＆
ハ

ー
ド
シ
ョ
ッ
ク
マ
ガ
ジ
ン
」
を
謳
っ
て
い
た
。
二
〇
二
二
年
六
月
号
で
雑
誌
と
し
て
は
休
刊
（
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
は
継
続
）
し
た
『Cure

』（
エ
イ
ジ
ア
ハ
ウ
ス
）
は
「Japanesque Rock+Visia

l Styling Magazine

」
を
掲
げ
て
お
り
、「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
シ
ー
ン
を
主

軸
と
し
」
て
い
た
と
休
刊
の
挨
拶
で
も
述
べ
て
い
る
（「Cure

」[https://cure-net.com/2

022/04/16/info-2021-04-16/]

、
二
〇
二
二
年
九
月
一
九
日
最
終
閲
覧
）。
そ
の
他
、「
ビ

ジ
ュ
ア
ル
系
総
合
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
掲
載
す
る
『
び
じ
ゅ
な
び
』
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
あ
る
（[http://www.visunavi.c

om/]

、
二
〇
二
二
年
九
月
一
九
日
最
終
閲
覧
）。 

（
２

） X JAPAN

やLUNA SEA

を
起
源
と
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
意
見
も
あ
る
（
例
え
ば
柏
木 

二

〇
一
一
）。 

 

（
３

） X JAPAN

の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
は
大
文
字
のHIDE

名
義
だ
が
、
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け

る
た
め
本
研
究
で
はhide

に
統
一
す
る
。 

（
４

） 

こ
の
著
作
で
は
日
高
良
祐
が
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
海
外
進
出
を
題
材
と
し
た
章
で
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル

系
バ
ン
ド
の
海
外
で
の
活
動
を
論
じ
た
加
藤
綾
子
の
研
究
に
触
れ
て
い
る
（
日
高 

二
〇
一

九
：
二
四
八
）。 

（
５

） 

南
田
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
化
し
た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系―

―

カ

リ
ガ
リ
や
ム
ッ
ク―

―

に
つ
い
て
は
、
日
本
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
が
持
つ
、
若
者
世

代
の
同
時
代
的
感
情
を
表
象
す
る
動
き
の
流
れ
で
捉
え
て
い
る
（
南
田 

二
〇
一
四
：
二
〇
一

―

二
〇
二
）。 

（
６

） MASS OF THE FERMENTING DREGS

の
メ
ン
バ
ー
宮
本
菜
津
子
はhide

お
よ
びzilch

か

ら
の
影
響
を
公
言
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
マ
リ
リ
ン
・
マ
ン
ソ
ン
や
ス
リ
ッ
プ
・
ノ
ッ
ト
、
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
や
ス
マ
ッ
シ
ン
グ
・
パ
ン
プ
キ
ン
ズ
な
ど
に
辿
り
着
い
た
と
繰
り
返
し
語
っ
て
い

る
（
例
え
ば
「
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
」[https://rooftop1976.com/interview/09010518532
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7.php]

、
二
〇
二
二
年
九
月
一
九
日
最
終
閲
覧
や
「
ぴ
あ
関
西
版
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」[http://kansai.

pia.co.jp/interview/music/2018-07/motfd.html]

、
二
〇
二
二
年
九
月
一
九
日
最
終

閲
覧
）。 

  

文
献
注 

市
川
哲
史
『
誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
本
当
の
ポ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
論
』
シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
二
〇
一
四
年
。 

―
―

『
逆
襲
の
〈
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
〉―

ヤ
ン
キ
ー
か
ら
オ
タ
ク
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
』
垣
内
出

版
株
式
会
社
、
二
〇
一
六
年
。 

市
川
哲
史
・
藤
谷
千
明
『
す
べ
て
の
道
は
Ｖ
系
へ
通
ず
。』
シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
、
二
〇
一
八
年
。 

井
上
貴
子
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
井
上
貴
子
・
森
川
卓
夫
・
室
田
尚
子
・
小
泉
恭

子
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
時
代―

ロ
ッ
ク
・
化
粧
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
青
弓
社
、
一
一‐

四
一
、

二
〇
〇
三
年
。） 

柏
木
恭
典
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
歴
史
」（
千
葉
経
済
大
学
短
期
大

学
部
『
研
究
紀
要
』
第
７
号
、
八
九‐

一
〇
〇
、
二
〇
一
一
年
。） 

加
藤
綾
子
「
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
海
外
展
開
に
関
す
る
考
察―

日
本
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
事
例
に
」（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
編
『
情
報
学
研
究
』
七
七
号
、
七
七‐

九

四
、
二
〇
〇
九
年
。） 

木
島
由
晶
「
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
サ
ン―
―

加
藤
典
洋
と
浜
田
省
吾
」（
南
田
勝
也
編
著
『
私
た
ち
は
洋

楽
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か―

日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
洋
楽
受
容
史
』
花
伝
社
、
一
三

五‐

一
六
六
、
二
〇
一
九
年
。） 

J
E

T
S

 

『J
E

T
S

 p
resen

ts h
id

e O
F

F
IC

IA
L

 F
A

N
C

L
U

B
 1

9
8
9

－1
9
9
9
 B

O
O

K

』、
二
〇
〇

四
年
。 

S
U

G
IZ

O

・T
A

K
U

R
O

・
立
川
直
樹
『C

O
N

V
E

R
S

A
T

IO
N

 P
IE

C
E
―

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
を
巡

る1
0

の
対
話
』P

A
R

C
O

出
版
、
二
〇
二
〇
年
。 

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
編
『h

id
e 

夢
と
自
由
』
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
、
一
九
九
九
年
。 

日
高
良
祐 

「
Ｊ
ポ
ッ
プ
を
輸
出
す
る―

―

『
音
楽
メ
デ
ィ
ア
』
と
し
て
の
ア
ニ
ソ
ン
」（
南
田
勝
也

 

編
著
『
私
た
ち
は
洋
楽
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か―

日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
洋
楽
受
容

史
』
花
伝
社
、
二
四
四‐

二
七
七
、
二
〇
一
九
年
。） 

ビ
ー
ト
フ
リ
ー
ク
編
集
部
「
ビ
ー
ト
フ
リ
ー
クV

ol.7
3
-V

ol.1
5
5

」
プ
ラ
イ
ム
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

一
九
九
四‐

二
〇
〇
〇
年
。 

冬
将
軍
『
知
ら
れ
ざ
る
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
バ
ン
ド
の
世
界
』
星
海
社
、
二
〇
二
二
年
。 

南
田
勝
也
『
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
社
会
学
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

―
―

『
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
学
』
花
伝
社
、
二
〇
一
四
年
。 

南
田
勝
也
編
著
『
私
た
ち
は
洋
楽
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か―

日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
洋
楽

受
容
史
』
花
伝
社
、
二
〇
一
九
年
。 

森
川
卓
夫
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ロ
ッ
ク
の
系
譜
」（
井
上
貴
子
・
森
川
卓
夫
・
室
田
尚
子
・
小
泉
恭

子
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
時
代―

ロ
ッ
ク
・
化
粧
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
青
弓
社
、
四
三‐

一
一
二
、

二
〇
〇
三
年
。） 

森
田
季
節
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
に
お
け
る
『
丘
』
の
表
現
に
つ
い
て
」（
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
学
会

『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
第
一
二
号
、
六
四‐

八
五
、
二
〇
二
一
年
。） 

 



地域内下位文化の成長とサードプレイスの関係を論じる 

深圳市市民中心を例に 

                                         

島根大学 大学院人間社会科学研究科 

索榆钧（サクユウキン） 

 

クロード．S．フィッシャーの『アーバニズムの下位文化理論に向かって』は、都市

度と地域内下位文化の多様性、強度、普及の源泉の数との関係を命題化し、都市環境は下

位文化の成長に有利な基盤であることを提唱していた。 

一方で、サードプレイスの概念はレイ・オルデンバーグの著作『サードプレイス：コ

ミュニティの核になる「とびきり居心地よい場所」』において提出され、「個人のコミュ

ニティ参与を促進する気楽な交流の場」である意義づけた。そして、「知的交流場」であ

る機能は近年サードプレイスの研究において注目されて、「盛り上がる交流によって空間

内の人々は知恵を相互習得・創造できる」と論じられる。 

だから、下位文化とサードプレイスとの関係性を連想してみると、「気楽な交流場」

ないし「知的交流場」であるサードプレイスは都市下位文化の成長に何らかの役割を発揮

しているだろうか？さらに、この役割は下位文化理論にどのように位置付づけられるろう

か？これが、本文で明らかにしたい問題である。 

本文は中国深圳市の「市民中心広場」を対象にして、主に「市民中心広場」であるサ

ードプレイスが地域内コスプレの下位文化の成長にどのような影響を与えたかを観察して

みる。 

対象の紹介：深圳市市民中心広場 

 

図１：深圳市市民中心広場 



 

図２：深圳市市民中心広場のデータ紹介 

深圳市の市民中心広場 

位置：深圳市中心部の福田区 

面積：910000 m² 

機能：深セン市民会館は市役所の所在地であるが、市民の娯楽活動の場でもある。 

 

レイ・オルデンバーグによると、サードプレイスである空間は①「中立性」、②「平

等性」、③「会話性」、④「利用の便宜性」、⑤「常連」、⑥「気楽な雰囲気」、⑦「も

う一つのわが家」などの特徴がある。さらに、「サードプレイスとコミュニケーション空

間のデザイン」に、渡邊太は空間のデザインがサードプレイスにおける会話の内容・雰囲

気・コミュニティ構造に影響することを論じた。もし渡邊太の理論を引用して考えると、

あるサードプレイスの特徴の形成は空間のデザインとは一定の関係がある。 

渡邊太が論文に挙げた、空間の大きさ、人口密度、座席の配置と移動性、食事提供の

有無、アルコール提供の有無、喫煙の可否、アクセスの難易度などは、空間内の会話と人

間関係の形成に影響がある。例えば、人口密度が大きい居酒屋におけるお客たちは、頻繁

に交流が取れ、容易に人間関係が構築できる。一方で、例えば喫茶店のような空間に、座

席が整然と並べられた綺麗な環境がある。だからこそ、その整然の環境上、人々間の交流

頻度はより低下している。本文は渡邊太の観点を参考にして、地理・構造的条件から、観

察対象を分析してみましょう。 

  

１．地理・空間構造の条件 

1.1 地理的位置とアクセス便利性： 



「市民中心広場」は深圳市福田区の中心部にあり、深圳市の大部分のところから、駅

で 30 分以内に到着できる。場所の利用は無料であり、使用時間の制限も設置されない。 

深圳市市民中心広場が市内広範囲の住民に活動・娯楽空間とされる理由の一つは、

「便利にアクセスできる」ためである。 

 
図３：深圳市の駅路線図 

注：深圳市の電車は平均して 2 分ごとに次の駅に到着できる。 （郊外は 5 分）市民中心広場は、市民中心・福田・少年宮みつの

駅の間に位置しているなら、駅で深圳市の大部分の地域（15 の駅以内のところ）から 30 分以内でも到着できる。 

  

1.2 空間の構造と文化の包摂性 

深圳市市民中心広場は 910000 ㎡の用地面積があり、それは大量の人々を収容するこ

とができ、各団体が活動のための十分なスペースを確保することができる。その一方で、

広場は平たい空間構造という特徴があるので、空間内の活動団体間に物理的な障壁はな

く、お互いにはっきり見られている。こうした構造的な条件に基づいて、各団体はそれぞ

れの文化活動を順調に進行することができる一方で、お互いの観察によってほかの団体か

ら文化的影響も受けられる。 

例： 

コスプレ文化団体とヒップホップ団体が隣で活動しており、お互いを観察することが

できる。近くのヒップホップ上達者から難しい演出上の動きを学ぶコスプレイヤーが少な

くない。 そしてコスプレ活動を直接試みるヒップホップファンもよくいる。広場におけ

る両方はお互いのパフォーマンスを見るのは常に発生していること。（马．2001） 

  

1.3 無印の地域と文化の受入性 



「趣味の包摂が生む地域活性化」に、谷村は「無印の地域」の概念を用いて、アニメ

聖地となった鷲宮の例を説明している。いわば、「強い文化のシンボルを持つ地域（例え

ば古跡文化のシンボルを持つ京都、商業文化のシンボルを持つ大阪など）に比べ、地域イ

メージが極めて希薄な郊外地域――「無印の地域」であった鷲宮のような地域が逆に文化

の他者を受け入れやすい。」 

深圳市の市中心部における市民中心広場は郊外ではないが、場所の中に特定の文化指

向はない。ゆえに、場所は「主導的なテーマ」を持っていないが、各文化団体は相互に平

等な地位をもって、それぞれに活動を行っている。 

だが、「ネットコミュニティが形成する文化事象の社会学的研究」で、谷村は人間の

活動が場所に文化的な意義を与えることに言及している。アニメ聖地である秋葉原を例

に、もともと家電の商店街であった秋葉原は、オタクファンの集まることに影響され、オ

タクカルチャーの中心地となった。これは、人間の活動が地域に文化的定義を与える典型

例といえる。類比すると、市民中心広場も人間の活動により文化性の変遷が発生している

だろう。だが、「秋葉原」の「オタク文化中心」という明確な文化指向と異なるのは、市

民中心広場は相対分散的な文化性をもっていることだ。 

具体的に論じると、秋葉原は「オタク文化の中心」という認識は社会に大体共通のこ

とである。オタクではない人々の目にも、「秋葉原はオタクの楽園」であることがわか

る。しかし、「市民中心広場」がいかなる文化的意義を持っているのかは、それぞれの団

体に自らの認識がある。 

例えば、コスプレイヤーコミュニティにとって、市民中心広場は「撮影作品を作

る」、「踊る練習場」、「友達作り」空間であるが、民間のフォークバンドにとって、こ

れは一緒に練習し、芸能を展示する場所である。一部分のロシア人も、この場所をロシア

格闘技の教室として使っている。これらの団体には、市民中心広場に対する各自それぞれ

の異なる理解がある。しかし、どちらの団体にとっても、「市民中心広場」は同じく趣味

を持つ友人と会話して時間を過ごす居心地よい場所という認識を共有しているだろう。 

  

２．文化的機能 

文化交流・伝播の発信点であろうか？ 

現代のグローバル社会において、多文化共生社会の創造は多国間の共通の課題となっ

ている。地域社会が外来文化を受け入れ、さらにはこの文化と地域社会とを協調共存させ

ることは、このプロセス中の要点だと考えている。本文にあげられるコスプレ文化は、外

来のサブカルチャーの一つとして中国社会に受容される過程で、長い間の辺縁化も経てい

た。だが、今日の中国では、コスプレ文化は各都市で人気な若者文化として花咲いてい

る。このプロセスにおける、「文化が社会に受容される」推進力はどこからの力であるだ

ろうか？ 



中国でコスプレ文化を研究している一部の文献（『中国における動漫イベントの現状

と課題について』、『コスプレでつながる中国と日本―越境するサブカルチャー』 、『現

代メディア．イベント論』など）は、中国におけるコスプレ文化の発展は国家政策、ネッ

トメディア、経済の発展という三つの要因によるものだと考えている。確かに、今日コス

プレ文化が中国社会に受容されることに、これらの要因は不可欠だ。しかし、「人間の知

的交流場」の力は、これらの文献に言及されたことは多くない。自身が長年にコスプレ活

動を観察してから、「サードプレイス」における人間の交流行為は、コスプレ文化が社会

に受容されることに対する重要な一力であるかもしれないと筆者は考えている。この推論

を提出する理由が、後に述べられてゆく。 

中国の多くの地域におけるコスプレイヤーコミュニティには、自らの「サードプレイ

ス」がある。これはコミュニティの成員が日常的に愛好者同士と一緒に遊ぶ場所である。

例えば、広州の「动漫星城」、恵州の「美博城」、深圳の「市民中心広場」など。 

本文が主に論じている「市民中心広場」という所は、前文に述べられているように、

サードプレイスである一般的な特徴が顕著である。一方で、「市民中心広場」の特別性

は、この広場は単なるコスプレイヤーのサードプレイスではなく、一般市民・コスプレイ

ヤー・他の文化団体が共有しているサードプレイスである。それゆえに、「市民中心広

場」という空間は、サードプレイスの一般性と特別性の両義的性質を持っている。壁が設

置されていない両義性の空間内では、一般市民と文化団体との交流や異なる文化団体間の

交流は、いつでも自由に発生できる。 

一つ重要な視点は、一般市民にとって、コスプレイヤーというより特別な文化団体

は、常に現実の場合ではなくてもネット上のビデオや写真などメディアだけでみられる。

これはコスプレである文化に「幻」の性質を与えていた。しかし、「市民中心広場」であ

る大衆のサードプレイスにおいてなら、普通の市民は身近でもコスプレイヤーをみること

ができ、こうした文化に「実」の印象をもらえることができることになった（広場でのほ

かの文化団体にも類似の粋組みがある）。このような「幻」的なものが「実」になれる粋

組みは、一般市民のコスプレに対する認識をいかなる影響を与えているかについて、明ら

かにしたい。 

現段階では、「都市サードプレイスはコスプレ文化が社会に受容されることを促進で

きる」という論点は、ただの仮説である。この仮説が成立できるかどうかは、一層の調

査、研究に検証される必要がある。だが、現在に既にある一部の事例は、この仮説の有効

性を考察するために参考にできるだろう。 

（1）広場管理人との交流 

最初「市民中心広場」で集まったコスプレイヤーたちは、活動後常に廃棄物を残し、

広場の環境に良くない影響を与えていた。 

2015 年初、悪くなる環境に不満となる管理者は、市民中心広場と近くの店舗に「コ

スプレイヤー立ち入り禁止」の通告を出しました。この期間中、無理に広場に遊んで入っ



たコスプレイヤーと管理者との衝突も頻繫に起こった。ネット上、深圳市のコスプレイヤ

ーたちによって発起され、深圳市市民中心への炎上も多く発生していた。 

2015 年中、コスプレイヤーの一人は、SNS で「ただ管理者と対立するよりもコス・

コミュニティメンバーたち自身の責任を考えよう、場所を使用した後にクリーニングして

ください！」の要請をネットで投稿した。予想外に多くの賛成が得られ、コミュニティに

は会場の環境を守るべきだという共通の認識が形成され始めた。（2015 年中以降、これま

での残留物を放置するよりも、新生の共識に従うことで、コスプレイヤーは活動終了後に

自発的に場所を掃除することになった。この習慣は市民中心広場に限らず、地元のアニメ

イベントや写真作品の製作地などの活動空間にも踏襲されている。） 

相対的、深圳市市民中心広場の管理層が、漫画家、ライトノベル作家のサイン会やア

ニメイベントの宣伝会を何回も広場で開催した。これは、コスプレイヤーは会場の環境を

維持する決意が管理者に察知されたことが一因であろうが、そして、コスプレイヤーたち

との折衝を通じて、管理者は「コスプレ」である文化が若者中の人気度をだんだんと認識

になっていた。従って、コスプレ活動に対する管理者の政策は、全般的に立ち入り禁止に

することよりも、趨勢に従ってコスプレイヤーの人気を集める方向へ転換し始めてきた。 

コスプレイヤーと広場管理者は、対立と妥協を経験しても最後に双方とも順調な状況に達

成した。 

こうした折衝による結果は、場所の管理者に便利をもたらす一方、コスプレイヤーた

ちにもっと豊かな活動を与え、両者にとって有益だったといえる。そして、それ以降場所

内にもっと多くのコスプレイヤーや頻繫な ACG 相関活動は、この場所に「コスプレ文

化」である印を一層に深くさせていた。 

＃この事例は、サードプレイスの「規範意識の促成」機能の理論を参考的に分析しよう。 

当事者：コスプレイヤー（CN：馒头）  

 

（２）オタクコミュニティとアニメイベント開催者 

  サードプレイスの政治上の機能について、オルデンバーグは十八世紀アメリカの酒場

を例として説明した。彼によると、十八世紀のアメリカで、選ばれた議員は酒場で選民と

出会うことができる。こうした直接の出会いによって、議員は民衆の実際の状況や世論が

理解でき、民衆からの好感を獲得できる。一方で、民衆は議員と会うことを通じて、自分

の意見を上に反映できる一方で、安心感ももらえる。だが、背景を変えれば、深圳市市民

中心広場はサードプレイスのこうした機能をどのように体現しているだろうか？ 

深圳市内アニメイベントの主催者は、常に深圳市市民中心広場を直接訪れる。 一方

で、コミュニティメンバーと一緒に座って、直接のコミュニケーションを通じて、コミュ

ニティ内の世論や現状がより正確に理解でき、将来の営業対策を適切に調整することがで

きる。 一方で、開催者はサードプレイスに常に出現する「議員」のように、コスプレイ

ヤーの「選民」に親しむイメージを表現し、自分のアニメイベントの人気を高める役割も



果たすことができる。コスプレイヤーのメンバーは、この機会を利用して、主催者に自分

のアイデアや要求を反映し、主催者からイベントの情報資源を入手することもでき、両方

に恵まれる。 

中国のアニメイベントの研究は、「アニメイベントの開催者が資金と資源を持ってい

るが、オタク文化がわからない。参加者のコスプレイヤーはオタク文化の知識を持ってい

るが、イベントを開催する資金と資源がない。こうした矛盾によって、アニメイベントの

開催は常に成功ではない。」（周檩．2007）という昔のアニメイベントに遍在する問題を

指摘した。しかし、アニメイベントの開催者と参加者コスプレイヤーは深圳市市民中心広

場での交流を通じて、イベントを改善できる方策が出されることは、この問題をある程度

改善していると思う。 

当事者： 

深圳国際電玩節委員会 

深圳 COMIC PARK 交流会 

…など 

 ＃この事例は、サードプレイスの「政治的役割」機能の理論を参考的に分析しよう。  

 

（３）初心者歓迎 

コスプレ活動は常に広場で行われている。参加意欲がある初心者はいつも他の愛好者

と友人になれることに加え、経験者からコスプレ文化の知識も学ぶことができる。 

田中東子はコスプレの現場を「知識」と「技術」の蓄積場と論じている。さらに、岡

部大介は、「コスプレ・イベント会場は、コスプレイヤーにとってコスチューム製作に関

する情報共有の場であり学習の場である」と述べている。しかし、アニメイベントより、

市民中心広場のようなサードプレイスは二つの特徴を持っている： 

①． 例えばイベントが何か月・何週間ごとに開催されれば、サードプレイスは「持

続性」があり、日常の大部分の時にもこの「学習の場」が発揮できる。 

②．イベントでのコスプレイヤーは写真を「撮ったり撮られたり」という目的性があ

るが、サードプレイスに大部分の参加者は目的をもたずに来ている。そして、場所は「気

楽な雰囲気」、「会話性」の特徴があり、純粋な交流にはもっと有利な空間であろう。 

…このようなほかの多くの事例があるが、字数の制限があるので、本文は詳しく展開をし

ない。そして、本文は主にコスプレ団体が市民中心広場で一般市民との交流を例にしてい

るが、この例の研究を通じて市民中心広場におけるほかの文化活動が社会に受容される経

緯を明らかにしたい。さらに、世界中の各種のサードプレイスという空間内で、多様な文

化が社会に受容される経緯も、対照的に考察していきたい。もしこうしたサードプレイス

における文化受容の例が、今の多文化共生社会の創造に示唆できれば幸いである。 

基本的にいえば、実空間としてのサードプレイスの特徴や機能の基本要因は、地理的

条件と緊密な関係を持っている。そして、都市下位文化の成長に、サードプレイスの役割



を具体的に分析するとき、異なる団体間の交流・折衝など相互行為を分析することは、重

要な視点だと思っている。 

  

３．後記：バーチャル空間の浸透 

 インターネットが社会に普遍に応用されている近年、リアル空間がヴァーチャル空間

に浸透されることは多く議論されている。サードプレイスの研究においては、同じ関心をも

っている人々がネット上に作った「バーチャルサードプレイス」に関する議論を石山が提示

している。 

リアル空間よりも、ネット上のバーチャル空間は地理の制限が超えられ、そして文化コ

ンテンツの展示、拡散、保存により便利的であるといえる。だから、下位文化の成長とい

う役割上、「リアル空間のサードプレイス」が将来「バーチャルサードプレイス」に取り

替われる可能性もあるだろうか？ 

 だが、もし「リアル空間」と「ネットメディア空間」との関係を社会学の層面から論

じてみると、実空間は人間活動の基盤を創造したり、人間活動の内容に重要な影響を与え

ている。相対に、人間はネットメディア上バーチャル空間を作成して、このバーチャル空

間も人間が生活している地理的実空間に影響しているだろう。「リアル空間」と「ネット

メディア空間」両方は、人間行動を橋にして各方面の繋がりが形成されているかもしれな

い。 

例えば、有名ではない地域だが、独特な地理条件があるので、テレビドラマや文化作品

などメディア作品に背景の場所として使用されている。そこで、メディア作品のファンは

観光するため当地域に旅行していた。一定の規模の観光人数に対応するため、当地に多く

の旅館、商店街、公共施設は前後に開設されていて、地元の地理条件にも変化を与えられ

る一方で、文化的意義も与えられている。近年日本で人気な言葉「聖地巡礼」はある程度

このプロセスを総括できると思う。 

この「リアル空間」、「ネットメディア空間」、「人間行動」三方の連携に関する社会

事項を考察し、地域内下位文化の受容である事業に示唆的な研究結果を期待する。 
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深圳市市民中心での諸下位文化団体の活動画面 

日常的活動画面(他の下位文化団体も含む): 

https://www.bilibili.com/video/BV135411a7ok?from=search&seid=5146735368691833718 

&spm_id_from=333.337.0.0 

コスプレコミュニティの活動画面: 
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現代日本における女子の色の変遷 

―アニメ史に基づく通時的比較研究― 

若林晃央（福島工業高等専門学校） 

伊藤千紗（ティービーアール株式会社） 

 

一 はじめに 

 現代の日本で周囲を見渡せば、トイレマークなど、男性用と女性用を色で区別するにあた

って、男性用が黒か青に対して、女性用は赤が一般的である。ランドセルの色も、近年では

多様化の流れもあるが、男子は黒、女子は赤と、相場が決まっていた。「紅一点」という言

葉もあるように、赤は女性を象徴する色とされてきた。しかし、近年では女子向けの商品に、

赤ではなくピンクが用いられることもしばしばあり、女子の色と言えばピンクを挙げる人

もいるかもしれない。その背景として、特撮テレビドラマ「秘密戦隊ゴレンジャー」（1975）

以来のスーパー戦隊シリーズの女性メンバーの担当色がピンク（桃色）であることや、テレ

ビアニメ「Yes!プリキュア 5」（2007）以降の「プリキュア」シリーズのメインヒロイン（女

主人公）のイメージカラーが基本的にピンクであることなど、アニメを中心とした子供向け

テレビ番組が多大な影響を与えている可能性を指摘できる。 

 このように現代日本における女子の色の社会的イメージには変化が生じているように思

われるが、そこにはアニメヒロインの色が影響を与えている可能性があり、加えてアニメヒ

ロインの色はその時代の女子の色の社会的イメージを映し出す鏡となっている可能性を指

摘できる。以上の問題意識より、本研究の目的は、アニメに登場するヒロイン（主要な女性

キャラクター）の色に着目し、その変遷を見ていくことによって、現代日本における女子の

色の社会的イメージの変遷、及び両者の関係性について明らかにすることである。 

 

二 本研究におけるヒロインの定義 

 「ヒロイン（heroine）」という言葉は、「ヒーロー（hero）」の女性形であり、『広辞苑』

でも「小説・物語・戯曲などの女主人公。」と定義されている。しかし、多くの物語の主人

公が男性である中で、お姫様など男性主人公に助けられる女性も、主人公ではないにも関わ

らず「ヒロイン」と呼ばれることが一般的である。『日本国語大辞典』は「ヒロイン」につ

いて「小説・戯曲などの女主人公。また、ある事件の中心となる女性。」と定義しており、

『明鏡国語辞典』も「小説・戯曲などの女主人公。また、実際の出来事などの中心となる女

性。」と定義しているが、これらの定義は上記の点を踏まえていると思われる。 

 本研究では、「主人公の女性」と「物語の中心となる（主人公ではない）女性」が全く別

物であること、及び両者の物語上の役割の違いが衣装等のデザインにも影響を与えている

可能性があることを考慮して区別する。具体的には、「主人公の女性」を「女主人公」と呼

び、「物語の中心となる（主人公ではない）女性」を便宜上「ヒロイン」と呼んで、両者を

区別するものとする。 



三 研究方法 

 ヒロイン及び女主人公の色の変遷を明らかにするために、本研究では、1960 年代以降の

テレビアニメ作品における主要な女性キャラクターの衣装の色を、放送開始年で 10年ごと

に区切って調査した。また、女性キャラクターの髪色は、近年では衣装の色やイメージカラ

ーと関係している節があるように思われるため、髪色も併せて調査した。 

 作品によっては複数のヒロイン又は女主人公が存在するが、最もメインとなるヒロイン

又は女主人公 1 人に限定して集計した。また、作品によっては複数期にわたって制作され

ており、リメイク作品が制作されることもあるが、1作品につき 1人を原則とし、同一キャ

ラクターのダブルカウントはせず、放送開始年の最も古い期のみ集計対象とした。ただし、

シリーズは同じでも、キャラクターが一新された作品については、別作品と見なし、集計対

象とした。 

 作品数が多く、全ての作品を集計することが困難な年代については、話数で足切りをし、

話数が少ない作品を集計対象外とした。ただし、ここでの話数は、各期の話数であり、シリ

ーズを通した総話数ではないため、少ない話数が複数期にわたって制作されたシリーズ作

品だと、全ての期が集計対象外となった可能性もある。その結果、1960 年代は、作品数が

少ないため話数での足切りをせず、全ての作品を調査対象とし、ヒロイン 26人、女主人公

5人が抽出された。1970年代は、1976年までは全ての作品、1977年以降は 30話以上の作

品を調査対象とし、ヒロイン 86 人、女主人公 22 人が抽出された。1980 年代は、1984 年

までは 30話以上の作品、1985年以降は 40話以上の作品を調査対象とし、ヒロイン 85人、

女主人公 37人が抽出された。1990年代は、40話以上の作品を調査対象とし、ヒロイン 89

人、女主人公 47 人が抽出された。2000年代は、30 話以上の作品を調査対象とし、ヒロイ

ン 96人、女主人公 39人が抽出された。2010年代は、25話以上の作品を調査対象とし、ヒ

ロイン 92人、女主人公 51人が抽出された。 

 衣装の色を判断するにあたっては、最も象徴的な衣装について、衣装全体に占める面積の

多い色、デザイン的に目立つ色、他のキャラクターと比べた特徴的な色など、総合的に判断

した。ただし、共通の制服や隊服を専ら着用していて、そのキャラクター或いは性別ごとに

独自の衣装がない場合、登場する度に衣装が変わり、そのキャラクターに象徴的な特定衣装

がない場合、象徴的な衣装はあっても複数色が同等に使用されていてメインカラーをどう

しても判別できなかった場合、以上の 3つの場合については例外として扱った。 

 髪色を判断するにあたっては、微妙な色が多い中、他のキャラクターとの違いを重視して

判断した。例えば、パッと見では（わずかに茶色がかった）黒でも、他のキャラクターと比

べて意図的に明るくなっていると判断された場合には、黒ではなく茶色として扱った。或い

は、パッと見では（赤みがかった）茶色でも、赤毛に相当すると判断された場合には、茶色

ではなく赤として扱った。そして、動物等により髪がない（描かれていない）場合について

は、例外として扱った。 

 



四 まとめ 

四・一 衣装の色の変遷 

 1960年代は、女主人公は赤 1択、ヒロインは基本的に赤かピンクの 2択という状況であ

り、そうでなくても暖色系の色でほぼ占められ、普通の女性キャラクラーに青は考えられな

いような時代だった。やがて、1970年代になると、「ヒロインといえばピンク」だが「女主

人公といえば赤」と呼べるような棲み分けの状況になり、ヒロインか女主人公か、ストーリ

ー上の役割が衣装の色に反映されるようになった。一方で、ヒロイン・女主人公共に、寒色

系のキャラクターも生まれるようになり、多様化が始まった時代でもあった。 

 1980 年代は、赤とピンクが女性キャラクターを象徴する 2 色である点は変わらないが、

1970 年代に見られた棲み分けは見られなくなり、ヒロインと女主人公の差はほとんどなく

なった。 

 1990 年代は、赤の割合が減少を始めた時代であり、寒色系のヒロインが増加した分、赤

の割合が減少した。そして、2000 年代には、赤の減少が加速すると共に、ヒロインと女主

人公で再び違いが生まれていった。ヒロインでは、ピンクと赤が共に割合を減らすと共に、

青の割合が急増し、多様な色のヒロインがバランスよく活躍する時代となった。一方、女主

人公では、赤の割合が急落すると共に、ピンクの割合が急増して圧倒的多数を占めるように

なり、「女主人公といえばピンク」と呼べる状況になった。2010 年代も、2000 年代の流れ

は変わらず、女主人公の影響を受けたのか、ヒロインでもピンクの割合が増えたくらいであ

る。その結果、現在では、どのような色の女性キャラクターが活躍してもおかしくない状況

ではあるものの、女性キャラクターを代表する色と言えば、ヒロインか女主人公かを問わず、

ピンクが真っ先に挙がるような状況が続いていると言える。 

 

四・二 髪色の変遷 

 1960 年代には、男女を問わず、日本人らしく黒髪で描かれることが一般的であったが、

1970 年代になると、男性キャラクターは黒髪でも、女性キャラクターは日本人でも黒髪で

はなく、若干明るい茶髪で描かれることが一般化するようになった。現在でも、頭髪を派手

な色に変色する若者は珍しいが、若干明るく茶髪に変色する若者は少なからずおり、また男

性より女性の方が明らかに多いように見受けられるが、その背景には、この時代に子供向け

アニメで女性キャラクターの髪色を茶色で描かれるようになったことで、茶髪の女性に違

和感を覚えなくなり、そのことが頭髪の変色と関係している可能性を指摘することができ

る。 

 現実には不自然なカラフルな髪色が最初に登場したのは、「がんばれ！マリンキッド」

（1966）のネプティーナである。人魚という人外の設定のヒロインではあったが、緑色と

いうカラフルな髪色は、1960 年代の当時は定着しなかったようで、続編では黒髪に修正さ

れている。しかし、1970年代になると、「科学忍者隊ガッチャマン」（1972）の白鳥のジュ

ンによって、ハーフという設定ではあるものの、普通の人間でありながら緑色というカラフ



ルな髪色のヒロインが登場するようになり、やがて普通の日本人のキャラクターでも、緑の

髪色のヒロインが一部に登場するようになった。言い換えれば、1970 年代までは、カラフ

ルな髪色は緑一色であった。 

 1980年代になると、1980年代前半の魔法少女系女主人公において、紫やピンクや水色と

いった、緑色以外のカラフルな髪色が続々と登場するようになった。「魔法」という言い訳

があるため、不自然な髪色を正当化できるようになったと考えられる。そして、1985 年以

降はヒロインでもカラフルな髪色が浸透するようになり、1980 年代後半には、普通の日本

人のキャラクターであっても黒髪や茶髪とは限らず、カラフルな髪色で描かれることがア

ニメでは普通に行われるようになった。 

 1990 年代には、女主人公において、カラフルな髪色の中でもピンクの髪色が急増し、茶

髪・黒髪・金髪に次ぐ主要な髪色として定着するに至った。また、「おジャ魔女どれみ」（1999）

によって、スーパー戦隊シリーズのように複数の女主人公にそれぞれイメージカラーを設

定し、衣装の色と髪色を対応させるデザインが確立された。2000 年代は、この衣装の色と

髪色を対応させてイメージカラーとするデザインが浸透した結果、カラフルな髪色が増加

すると共に、カラフルな髪色の中では、衣装の色の割合に比例するようになった。多様な色

のヒロインがバランスよく活躍するヒロインでは、多様な髪色が見られるのに対して、「女

主人公といえばピンク」と呼べる状況の女主人公では、ピンクの髪色に偏るようになり、こ

の流れは 2010年代も続いている。 
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音楽コンテンツにおける消費者行動の変容に関する研究 

-多世代間の相違と要因となる因子に着眼して- 

中川 晃 (静岡文化芸術大学) 

1.はじめに 

1953 年の「青年社会学」に端を発した日本の若者研究は、昨今では“Z世代1”という 

名称で一般市民の間でも話題にあがる事が多い。本報告はその若者研究を視角として採 

用し、“音楽コンテンツにおける消費者行動の変容を探る研究”である。 

 

2.社会的背景・先行研究 

一般社団法人日本レコード協会(2021)によると、1998 年に約 6,000 億円もの市場規模 

となりピークを迎えた“音楽パッケージ市場2”は、その 20 年後には約 2,400 億円と短 

期間で急激に市場規模を縮小する。これは、音楽配信3等の ICT の進展によるものと一般 

的に言われている(八木.2015)。しかしながら、中川(2021)の研究によると、同じ音楽 

産業であるライブ・コンサート市場は同時期において約 7倍に市場規模を拡大させ、ま 

た、同じコンテンツを扱う紙製書籍4分野は ICT 化を進めたが市場規模は然程縮小しなか 

った。これらの事実より、音楽パッケージ市場の変容が ICT だけによるものと断定でき 

ない事象が発生しているとの事である。また、中川(2022)は「ICT 以外の音楽パッケー 

ジ市場の変容要因として『世代』に因る可能性がある」と述べている。 

 

1 世代区分の定義。Z世代は 1996 年以降生まれの者を指す。尚、Z世代と並んで区分される X世代は 

1965 年から 1980 年生まれ、Y世代は 1981 年から 1995 年生まれの者を指す。 

2 CD 等に代表されるオーディオレコード、DVD 等の音楽ビデオ等のパッケージ製品のメディア。 

3 インターネットを用いてストリーミングにより音楽楽曲を提供すること。 

4 紙製の書籍。本稿では雑誌を除いた書籍を意味し、出版科学研究所のデータに基づく。 



3.本研究の目的と、若者研究を視角とした理由 

本研究の目的は“音楽コンテンツにおける消費者行動の変容を探る”事である。先行 

研究の調査の結果、音楽コンテンツにおける消費者行動の変容には世代による影響が示 

唆された。また、音楽コンテンツにおける消費者行動の特性を鑑みた際、時代性やコー 

ホートによる因果関係の解明が重要となるため、多世代において比較を行い、解明を試 

みる“若者研究”を視角として採用した。 

 

4.検証方法 

多世代間の相違を見出す上では俯瞰的に解析を行う事が有効であるため、本研究は量 

的調査を検証の中心に据える事とした。具体的に述べると、X世代、Y世代、Z世代を各 

世代 200 名ずつ、合計 600 名の方に“音楽コンテンツの消費者行動に関わる質問調査” 

を行い、その結果に多変量解析を行うことで相違を見出す事を試みた。尚、解析は因子 

分析、並びに重回帰分析を採用した。 

多変量解析に関して述べる。統計解析ツールは“jamovi”を用いた。因子分析では探 

索因子分析の手順、因子は平行分析にて抽出した。また、因子負荷、指定法は最小残差 

法、因子軸の回転方法はオブリミン回転である。次に重回帰分析の説明変数の設定だ 

が、変数は消費者の行動への思考に関する分類が明確になるよう、「共感性」「自立 

性」「自己同一性」といった 5つの変数を採用した。 

 

5.検証の結果 

「音楽消費行動の要因となる因子」の抽出を目的とした因子分析を行った結果、5つの 

因子が抽出された。第 1 因子は音楽に対して自身の“希望や愛情”という感情を抱く 

「自己の感情に関わる因子」である。第 2 因子はアーティストに対し“共感や所属意 

識”を持つ「アーティストへの意向に関わる因子」である。第 3 因子は“非日常を求 

め、現実からの逃避”を願う「実社会から遠ざかる傾向の因子」である。第 4 因子は 

“自身への外部評価”に重点を置く「他者を意識する因子」である。第 5 因子は音楽に 



対し、“意外性や現実と異なる世界観”を求める「音楽に対する思索の因子」である。 

続いて、この 5つの因子を用いて世代ごとの因子得点を確認した。その結果、特筆され 

る結果となったのは第 3 因子である「実社会から遠ざかる傾向の因子」であった。 

 次に「音楽消費行動の要因となる各因子における世代間の分析」を目的とした重回帰 

分析の結果を述べる。重回帰分析の結果、5つの因子において各世代の有意差が確認さ 

れた。その中でも、第 3 因子「実社会から遠ざかる傾向の因子」に最も顕著に有意差が 

現れる結果となり、因子分析の結果と類似する事になった。また、全体を通じて Z世代 

は「共感性」に有意差が現れる傾向があり、Y世代は「自立性」が随所に確認された。 

 

6.結論 

 多変量解析の結果から“音楽コンテンツにおける消費者行動の変容”において、世代 

によって音楽への思索や意向が少なからず異なる事が確認された。また、世代による差 

異にも傾向がある事が見出され、Z世代においては「実社会から遠ざかる傾向」が示唆 

された。 

 

(参考文献) 
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換
を
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代

に
一
斉
を
風
靡
し
た
『
ゴ
ジ
ラ
』（
２
）

か
ら
は
、
戦
争
の
記
憶
や
核
の
脅
威
、
反
核
運

動
の
思
想
が
読
み
取
ら
れ
て
き
た
（
高
橋 

一
九
九
九
、
田
畑 

二
〇
〇
五
）。
ま
た
、

一
九
六
〇
年
代
に
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』（
３
）

シ
リ
ー
ズ

か
ら
も
戦
争
の
記
憶
を
読
み
解
き
、
さ
ら
に
、
科
学
至
上
主
義
や
成
長
・
開
発
至
上

主
義
に
傾
倒
す
る
社
会
へ
の
警
鐘
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
神

谷 

二
〇
一
一
・
二
〇
一
二
、 

花
岡 

二
〇
二
一
）。
こ
の
よ
う
に
『
ゴ
ジ
ラ
』『
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
は
「
戦
後
史
」
か
ら
語
ら
れ
、
戦
争
を
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
読
解
さ
れ
て
き
た
。 

こ
れ
ら
の
論
考
に
加
え
て
、「
大
文
字
の
正
義
」
か
ら
「
小
文
字
の
正
義
」
に
移
行

す
る
社
会
文
化
的
な
側
面
か
ら
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
シ
リ
ー
ズ

を
考
察
し
、
物
語
構
造
の
転
換
を
読
解
す
る
宇
野
（
二
〇
一
一
）
や
、
テ
レ
ビ
番
組

制
作
の
実
情
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
花
岡
（
二
〇
二
一
）
な
ど
の
試
み
も
あ
る
。
こ

れ
ら
以
外
に
も
膨
大
な
批
評
や
論
考
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
だ
け
で
も
何
ら
か
の
形
で
特
撮
に
登
場
す

る
公
害
や
環
境
破
壊
に
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
先
行
研
究
の
主
題
は

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
、そ
し
て
、そ
れ
以
降
と
い
う
時
代
的
な
考
察
、

ま
た
は
、
長
期
的
な
物
語
構
造
の
転
換
と
い
っ
た
大
き
な
枠
組
み
か
ら
作
品
を
見
つ

め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
害
は
あ
く
ま
で
も
物
語
構
造
の
転
換
を
読
み
解
く
た
め

の
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
、
ま
た
は
、
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な

い
。 し

か
し
、
逆
に
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
転
換
期
に
多
く
の
特
撮
が
「
公
害
」
を
扱

っ
て
い
る
こ
と
は
、
特
撮
史
の
中
で
も
特
異
的
な
時
期
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
本
研
究
は
こ
の
「
公
害
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し

た
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』（
ピ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
を
分
析
す
る

こ
と
を
通
し
て
、「
公
害
」
が
特
撮
に
お
け
る
物
語
構
造
の
転
換
を
象
徴
す
る
重
要
な

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
「
怪
獣
」

の
日
常
性
と
非
日
常
性
を
考
察
し
、「
公
害
怪
獣
」
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。
次
の

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
に
登
場
す
る
「
公
害
怪
獣
」
の
分
析
、
そ
し
て
、
登
場
人
物

の
発
言
の
分
析
を
行
い
、『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
に
お
け
る
公
害
の
表
象
を
明
ら
か
に

す
る
。 

 

公
害
と
い
う
怪
獣 

―

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
を
事
例
に―

 永
井 

健
太
郎 
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三 

「
怪
獣
」
の
日
常
性
と
非
日
常
性
：
公
害
怪
獣
の
位
置
づ
け 

 

 
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
特
撮
に
登
場
す
る
怪
獣
た
ち
の
多
く
は
、
我
々

が
営
む
日
常
の
外
か
ら
来
襲
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
宇
宙
人
や
宇
宙
怪

獣
は
地
球
外
か
ら
来
襲
す
る
。
古
代
の
怪
獣
た
ち
は
辺
境
の
地
や
地
中
、
海
底
と
い

っ
た
人
間
の
生
活
圏
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
場
所
で
生
息
し
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で

目
覚
め
、
時
に
は
我
々
が
住
む
都
市
を
目
指
し
て
や
っ
て
く
る
。
地
球
外
生
命
体
に

よ
る
侵
略
は
戦
争
の
象
徴
と
し
て
、
古
代
怪
獣
に
よ
る
都
市
の
破
壊
は
自
然
災
害
の

象
徴
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
が
、
花
岡
（
二
〇
二
一
、
二
一
七—

二
一
八
）

に
よ
れ
ば
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
で
登
場
す
る
怪
獣
た
ち
は
「
非
日
常
か
ら

の
来
訪
者
」
で
あ
り
、「
日
常
」
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。 

確
か
に
、
こ
の
頃
の
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
怪
獣
た
ち
を
見

て
も
、
多
く
の
怪
獣
た
ち
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
収
ま
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
怪

獣
た
ち
の
中
に
は
、
特
異
的
な
出
自
を
持
つ
怪
獣
た
ち
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
が
、

『
ゴ
ジ
ラ
』
か
ら
始
ま
る
「
人
間
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」
怪
獣
た
ち
で
あ

る
。
ま
ず
、
ゴ
ジ
ラ
は
、
古
代
か
ら
生
き
残
っ
て
い
た
恐
竜
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
核

実
験
に
よ
っ
て
突
然
変
異
し
、
怪
獣
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
そ

の
後
も
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
の
ラ
ゴ
ン
（
４
）

は
原
子
爆
弾
の
爆

発
に
よ
り
放
射
能
を
浴
び
て
突
然
変
異
し
巨
大
化
し
た
海
底
原
人
の
怪
獣
で
あ
る
。

『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
に
登
場
す
る
レ
オ
ゴ
ン
（
５
）

は
、
研
究
者
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
合
成
生
物
が
巨
大
化
し
た
怪
獣
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
怪
獣
た
ち
は
そ
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、
作
品
を
評
価
す
る
際
に
社

会
へ
の
問
題
提
起
と
い
う
点
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
ゴ
ジ
ラ
な
ど
の
放
射
能
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
怪
獣
た
ち
は
核
の
恐
怖
や

反
核
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
読
み
取
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
レ
オ
ゴ
ン
は
行
き
過
ぎ

た
科
学
信
仰
へ
の
警
鐘
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
の
ザ
ン

ボ
ラ
ー
（
６
）
や
ウ
ー
（
７
）

な
ど
は
開
発
主
義
へ
の
疑
問
と
し
て
（
神
谷 

二
〇
一
一
）、

さ
ら
に
、
都
市
を
守
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
「
正
義
」
に
対
し
て
疑
問
を
提
示
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
（
花
岡 

二
〇
二
一
）。
先
ほ
ど
の
、
ザ
ン
ボ
ラ

ー
に
加
え
て
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
の
ゲ
ス
ラ
（
８
）

や
『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』

の
ゴ
キ
ネ
ズ
ラ
（
９
）

な
ど
は
環
境
破
壊
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
怪
獣
と
し
て
見
な

す
こ
と
も
で
き
る
（
１
０
）
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
怪
獣
は
確
か
に
非
日
常
性
を
持
つ
が
、
こ
れ
ら
の
怪

獣
た
ち
は
全
く
の
外
部
か
ら
現
れ
る
侵
略
者
や
破
壊
者
で
は
な
く
、
我
々
の
日
常
と

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
ゴ
ジ
ラ
に
せ
よ
、
ザ
ン
ボ
ラ
ー
や
ゲ

ス
ラ
に
せ
よ
、人
間
の
行
為
に
よ
っ
て
生
ま
れ
目
覚
め
た
の
で
あ
れ
ば
、彼
ら
と
我
々

の
日
常
は
繋
が
っ
て
い
る
。
花
岡
は
こ
の
点
を
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』『
セ
ブ
ン
』『
帰

っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
非
日
常
か
ら
の
来
訪
者
」

も
「
非
日
常
と
日
常
の
境
界
に
屹
立
す
る
も
の
」
へ
と
変
化
し
「
守
る
べ
き
日
常
と

は
何
か
」
問
い
か
け
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（
二
〇
二
一
、
二
二
二
）。
本
研
究
は
さ

ら
に
踏
み
込
み
、
怪
獣
た
ち
は
我
々
の
日
常
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
存
在
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
そ
の
怪
獣
こ
そ
が
、
本
研
究
が
注
目
す
る
「
公
害
怪
獣
」

な
の
で
あ
る
。「
公
害
怪
獣
」
は
人
間
社
会
の
「
日
常
」
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
「
日

常
」
を
破
壊
す
る
。
ま
さ
に
「
公
害
」
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、「
公
害
怪
獣
」
は
非
常
に
特
異
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。 

公
害
怪
獣
と
し
て
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
怪
獣
は
『
ゴ
ジ
ラ
対
ヘ
ド
ラ
』
の
ヘ

ド
ラ
で
あ
る
（
１
１
）
。
し
か
し
、
ヘ
ド
ラ
は
厳
密
に
は
公
害
か
ら
生
ま
れ
た
怪
獣
で
は

な
い
。
ヘ
ド
ラ
は
、
物
生
命
体
ヘ
ド
リ
ュ
ウ
ム
が
隕
石
と
と
も
に
地
球
に
飛
来
し
、

静
岡
県
の
田
子
の
浦
港
に
堆
積
し
た
汚
染
物
質
に
よ
っ
て
巨
大
化
し
た
怪
獣
で
あ
る

（
１
２
）
。
つ
ま
り
、
ヘ
ド
ラ
の
巨
大
化
は
公
害
が
原
因
で
は
あ
る
が
、
も
と
は
地
球
外

生
命
体
と
い
う
設
定
で
あ
る
（
１
３
）
。
こ
れ
は
、
ゲ
ス
ラ
が
東
京
湾
の
汚
水
に
よ
っ
て

突
然
変
異
し
た
パ
タ
ー
ン
と
同
じ
で
あ
る
。 

確
か
に
、
広
く
見
れ
ば
こ
れ
ら
の
怪
獣
も
「
公
害
怪
獣
」
と
言
え
な
く
も
な
い
。

し
か
し
、
純
粋
に
「
公
害
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
怪
獣
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、『
ス

ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
に
登
場
す
る
「
公
害
怪
獣
」
た
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で

は
、
公
害
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
怪
獣
を
「
公
害
怪
獣
」
と
見
な
し
、
そ
れ
以
外
の
公

害
や
環
境
破
壊
を
き
っ
か
け
に
怪
獣
化
し
た
、
ま
た
は
、
目
覚
め
た
怪
獣
は
扱
わ
な
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い
こ
と
と
す
る
。 

 

四 

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
と
「
公
害
怪
獣
」 

 

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
は
、
一
九
七
一
年
一
月
二
日
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
て
放
送

を
開
始
し
、
七
二
年
三
月
二
五
日
ま
で
放
映
さ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
第
二
次
怪

獣
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
的
作
品
で
あ
る
（
１
４
）
。
制
作
は
ピ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
番

組
開
始
時
の
タ
イ
ト
ル
は
『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
で
あ
り
、
悪
役
を
全
面
に
押
し
出
す

と
い
う
珍
し
い
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
（
１
５
）
。 

簡
単
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
と
、
自
身
の
惑
星
で
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
を
起
こ
し

た
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
は
、
腹
心
の
ラ
ー
に
助
け
ら
れ
、
逃
亡
す
る
。
二
人
は
長
い
放
浪

の
旅
の
末
、地
球
を
発
見
す
る
。地
球
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
る
ゴ
リ
だ
っ
た
が
、

そ
の
地
球
を
汚
染
す
る
人
間
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
地
球
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
を

決
め
る
。
IQ
三
〇
〇
を
超
え
る
天
才
で
あ
る
ゴ
リ
は
、
社
会
に
あ
ふ
れ
て
い
る
「
公

害
」
を
も
と
に
怪
獣
を
作
り
出
し
、
人
間
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
宇
宙
連

合
直
属
の
ネ
ビ
ュ
ラ
71
は
こ
の
動
き
を
察
知
し
、
サ
イ
ボ
ー
グ
で
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル

マ
ン
を
地
球
に
送
り
込
み
、
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。 

  
 

四
・
一 

「
公
害
」
を
テ
ー
マ
に 

  

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
の
初
期
の
テ
ー
マ
は
ま
さ
に
「
公
害
」
で
あ
る
。
第
一
話

か
ら
そ
れ
を
印
象
づ
け
る
シ
ー
ン
や
台
詞
が
見
ら
れ
る
。
地
球
に
や
っ
て
き
た
ス
ペ

ク
ト
ル
マ
ン
は
蒲
生
譲
二
と
い
う
名
の
人
間
に
扮
し
て
人
間
社
会
に
入
り
込
み
、
ゴ

リ
の
動
向
を
探
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
際
に
選
ん
だ
の
が
「
公
害
調
査
局
第
八
分
室
」、

通
称
「
公
害
Ｇ
メ
ン
」（
１
６
）

で
あ
る
。
ネ
ビ
ュ
ラ
71
の
指
令
を
受
け
た
蒲
生
は
公
害

調
査
局
第
八
分
室
を
突
如
訪
れ
る
。
部
屋
に
入
る
と
、
室
長
の
倉
田
が
公
害
Ｇ
メ
ン

に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
り
始
め
る
。 

 

倉
田
室
長
「
い
い
か
諸
君
、
わ
れ
わ
れ
は
公
害
Ｇ
メ
ン
だ
。
予
算
は
少
な
い
し
、

設
備
も
十
分
で
は
な
い
。
あ
る
の
は
自
然
を
守
ろ
う
と
す
る
情
熱
だ
け
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
の
よ
う
に
だ
な
、
小
さ
い
な
が
ら
足
が
か
り
は
で
き

つ
つ
あ
る
ん
だ
。
全
都
民
、
い
や
、
全
国
民
が
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
注
目
し
て

い
る
。
公
害
を
こ
の
世
か
ら
な
く
す
た
め
に
は
だ
な
ぁ
、
一
つ
一
つ
実
績
を
積

み
重
ね
て
い
く
ん
だ
。
敵
は
手
強
い
ぞ
。」（
１
７
） 

 そ
こ
に
、
蒲
生
は
「
ボ
ス
！
僕
も
そ
う
思
い
ま
す
！
」
と
話
し
か
け
、「
公
害
Ｇ
メ
ン

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
！
」と
宣
言
、無
理
矢
理
メ
ン
バ
ー
に
入
ろ
う
と
す
る
。

困
惑
す
る
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
を
尻
目
に
、
蒲
生
は
富
士
ノ
浦
で
公
害
が
発
生
す
る
と

伝
え
る
。
す
る
と
、
公
害
発
生
を
通
報
す
る
電
話
が
鳴
る
。
倉
田
が
電
話
に
出
る
。 

 

倉
田
室
長
「
何
？
富
士
ノ
浦
!?
ヘ
ド
ロ
が
泡
だ
っ
て
い
る
？
」（
１
８
） 

 画
面
に
は
ヘ
ド
ロ
が
泡
立
つ
シ
ー
ン
が
映
し
出
さ
れ
る
。「
も
の
す
ご
い
臭
気
な
ん
で

す
よ
。
臭
く
て
た
ま
ら
な
い
で
す
よ
」
と
通
報
者
は
言
う
。
ヘ
ド
ロ
の
せ
い
で
死
ん

だ
と
思
わ
れ
る
魚
が
海
面
を
漂
う
。
そ
れ
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
る
地
元
の
漁
師
た

ち
。
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
は
「
公
害
調
査
局
」
と
書
か
れ
た
車
に
乗
り
込
み
富
士
ノ
浦

に
向
か
う
。
そ
の
車
内
で
な
ぜ
異
変
を
予
測
で
き
た
か
を
問
わ
れ
る
蒲
生
は
「
泡
や

匂
い
は
、
前
触
れ
に
過
ぎ
な
い
ん
で
す
」
と
切
り
返
す
の
で
あ
る
（
１
９
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
話
冒
頭
か
ら
「
公
害
」
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
原
作
者
で
あ
る
う
し
お
そ
う
じ
が
「
公
害
怪
獣
」
や
「
公
害

Ｇ
メ
ン
」
と
い
う
設
定
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
（
鷺
巣 

一
三

八
、
一
四
〇—

一
四
一
、
一
九
九
九
）。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
す
る
方
向
性
は
、

神
谷
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
』
か
ら
『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』、そ
れ
以
降
の
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
時
代
を
反
映
さ
せ
る
作
風
と
も

一
致
し
て
い
る
（
神
谷 

二
〇
一
一
、
八
九
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
ス
ペ
ク
ト
ル

マ
ン
』
も
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
特
撮
の
物
語
構
造
の
転
換
を
示
す
一
つ

の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
研
究
は
、「
公
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
ま
さ
に
そ
の
物
語
構
造
の
転
換
を
示
唆
す
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る
ひ
と
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
前
半
期

に
登
場
す
る
公
害
怪
獣
た
ち
の
特
徴
を
整
理
分
析
す
る
こ
と
で
示
す
。
ま
た
、
登
場

人
物
で
あ
る
ゴ
リ
、
蒲
生
譲
二
、
そ
し
て
、
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
の
台
詞
か
ら
、
公
害

へ
の
ま
な
ざ
し
が
ど
う
番
組
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

 
 

四
・
二 
公
害
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
公
害
怪
獣
」 

  

宇
宙
猿
人
ゴ
リ
に
よ
っ
て
公
害
怪
獣
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ

ン
』
の
公
害
怪
獣
は
大
ま
か
に
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
が
、「
公
害
」
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
怪
獣
、「
公
害
」
と
し
て
の
害
獣
・
害
虫
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
怪
獣
、
そ
し

て
、
人
間
を
改
造
し
て
生
ま
れ
る
怪
獣
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
も
っ
と
も
公
害
怪
獣
ら
し
い
怪
獣
が
、
公
害
汚
染
物
質
か
ら
作
り
出
さ
れ

る
怪
獣
で
あ
る
。
ゴ
リ
が
目
を
つ
け
た
の
は
ヘ
ド
ロ
で
あ
る
。
こ
の
ヘ
ド
ロ
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
公
害
怪
獣
第
一
号
が
ヘ
ド
ロ
ン
で
あ
る
（
２
０
）
。
ヘ
ド
ロ
ン
は
ヘ
ド
ロ
に

よ
っ
て
増
殖
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
を
行
い
、
巨
大
化
す
る
。
港
湾
に
浮
か
ぶ
ヘ
ド

ロ
の
中
か
ら
現
れ
た
ヘ
ド
ロ
ン
は
、
港
に
集
ま
っ
た
人
々
を
襲
い
、
多
く
の
漁
師
が

犠
牲
に
な
る
。
そ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
侵
攻
し
、
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど
を
破
壊
し

て
い
く
。
第
一
話
で
登
場
す
る
怪
獣
と
し
て
は
、
非
常
に
醜
悪
な
見
た
目
を
し
て
お

り
、
ヘ
ド
ロ
や
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
し
人
々
を
殺
害
す
る
シ
ー
ン
は
、
子
供
向
け
番
組

と
し
て
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像
で
あ
る
。 

 

次
に
登
場
す
る
の
が
、
ミ
ド
ロ
ン
で
あ
る
（
２
１
）
。
ミ
ド
ロ
ン
は
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
有

機
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
を
合
成
し
て
作
ら
れ
た
公
害
怪
獣
で
あ
る
（
２
２
）
。
ミ
ド

ロ
ン
が
吐
く
息
は
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
含
む
ア
オ
ミ
ド
ロ
ガ
ス
で
あ
る
。
有
機
水
銀
は
水

俣
病
の
原
因
物
質
で
あ
り
、カ
ド
ミ
ウ
ム
は
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
原
因
物
質
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
公
害
物
質
か
ら
作
ら
れ
、
そ
の
毒
性
を
強
調
す
る
た
め
の
設
定
で
あ
る
。 

ミ
ド
ロ
ン
が
出
す
ア
オ
ミ
ド
ロ
が
村
人
を
襲
う
。
襲
わ
れ
た
人
々
は
も
が
き
苦
し

め
な
が
ら
息
絶
え
て
い
く
。
ア
オ
ミ
ド
ロ
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
人
々
が
次
々
に
病
院

に
運
び
込
ま
れ
、
待
合
室
は
病
人
で
溢
れ
か
え
る
。
さ
ら
に
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
に
よ
っ

て
周
辺
地
域
や
河
川
が
汚
染
さ
れ
、
飲
み
水
が
失
わ
れ
る
危
機
が
描
か
れ
る
。
作
品

内
で
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
「
化
学
工
場
の
排
水
に
カ
ド
ミ
ウ
ム
！
被
害
者
の
皮
膚

に
青
ミ
ド
ロ
！
」
と
字
幕
入
り
で
報
じ
ら
れ
、
当
時
の
公
害
報
道
、
公
害
へ
の
ま
な

ざ
し
を
再
生
産
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

ヘ
ド
ロ
ン
は
、
第
一
三
・
一
四
話
で
は
強
化
さ
れ
、
ネ
オ
ヘ
ド
ロ
ン
と
し
て
再
登

場
す
る
（
２
３
）
。
こ
こ
で
は
、
舞
台
を
東
京
湾
に
移
す
。
ヘ
ド
ロ
ン
は
東
京
湾
に
不
法

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
々
を
襲
い
海
に
引
き
ず
り
込
ん
で
い
く
。
ゴ
リ
は
ネ
オ
へ
ド
ロ

ン
に
人
間
の
脳
を
取
り
込
ま
せ
る
た
め
に
、
汚
染
物
質
の
研
究
室
に
侵
入
さ
せ
、
博

士
を
襲
わ
せ
る
。
人
間
の
脳
を
得
た
ネ
オ
へ
ド
ロ
ン
は
巨
大
化
し
東
京
を
破
壊
し
始

め
る
。
こ
れ
は
、
ヘ
ド
ロ
ン
や
ミ
ド
ロ
ン
が
漁
村
や
農
村
に
出
現
し
た
点
と
は
異
な

り
、
都
市
で
発
生
し
都
市
を
襲
う
と
い
う
、
後
述
す
る
当
時
の
公
害
の
変
化
を
反
映

し
て
い
る
。 

 

四
・
三 

「
公
害
怪
獣
」
と
し
て
の
害
獣 

 

 

も
う
ひ
と
つ
の
公
害
怪
獣
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
害
虫
・
害
獣
を
も
と
に
し
て

作
ら
れ
た
公
害
怪
獣
で
あ
る
。
ま
ず
登
場
す
る
の
が
、
ゴ
キ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
で
あ
る
。

第
七
・
八
話
で
登
場
す
る
こ
の
公
害
怪
獣
は
、
都
庁
に
設
置
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
き
出
さ
れ
た
都
民
が
「
も
っ
と
も
嫌
悪
す
る
害
毒
」
と

さ
れ
た
ゴ
キ
ブ
リ
を
使
い
、
ゴ
リ
が
生
み
出
し
た
怪
獣
で
あ
る
。
実
際
に
生
き
た
ゴ

キ
ブ
リ
が
蠢
く
ケ
ー
ス
か
ら
、
ラ
ー
が
一
匹
つ
ま
み
上
げ
、
改
造
し
て
い
く
シ
ー
ン

は
、
今
で
は
で
き
な
い
演
出
で
あ
る
（
２
４
）
。 

 

次
に
、
登
場
す
る
の
が
、
第
九
・
一
〇
話
で
登
場
す
る
ネ
ズ
バ
ー
ト
ン
で
あ
る
。

こ
の
怪
獣
は
、
害
獣
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
と
鳩
を
合
成
し
て
作
ら
れ
た
怪
獣
で
あ
る
。
農

村
に
突
然
現
れ
た
ネ
ズ
バ
ー
ト
ン
は
次
々
に
村
人
を
襲
い
、
喰
ら
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
ネ
ズ
バ
ー
ト
ン
は
病
原
菌
を
保
菌
し
て
お
り
、
襲
っ
た
人
々
を
原
因
不
明
の
熱
病

に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
（
２
５
）
。 

 

現
在
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
ゴ
キ
ブ
リ
や
ネ
ズ
ミ
が
公
害
に
あ
た
る
と
は
考
え
に

く
い
。
し
か
し
、
制
作
者
の
う
し
お
そ
う
じ
は
制
作
当
時
ゴ
キ
ブ
リ
や
ネ
ズ
ミ
な
ど

の
害
獣
・
害
虫
を
公
害
だ
と
考
え
て
い
た
（
２
６
）
。
実
際
に
、
ネ
ズ
ミ
は
公
衆
衛
生
の



 5 

問
題
と
し
て
、
鳩
は
生
活
型
公
害
の
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、

う
し
お
そ
う
じ
の
感
覚
が
当
時
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
ず
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い

だ
ろ
う
（
２
７
）
。 

 
四
・
四 
公
害
を
生
み
出
す
人
間
と
い
う
怪
獣 

 
 

ゴ
リ
は
つ
い
に
人
間
を
改
造
し
て
公
害
怪
獣
に
変
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
、
恐
怖

公
害
人
間
で
あ
る
（
２
８
）
。
ま
ず
ゴ
リ
は
恐
ろ
し
い
公
害
毒
薬
を
作
り
出
す
。
こ
の
実

験
薬
は
、
鉛
、
水
銀
、
ヘ
ド
ロ
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
カ
ー
ボ
ン
、
メ

タ
ン
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
そ
の
他
数
十
種
類
の
公
害
を
引
き
起
こ
す
物
質
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
薬
を
使
い
生
み
出
さ
れ
る
の
が
、
第
五
話
・
六
話
に
登
場
す
る

恐
怖
公
害
人
間
で
あ
る
。
こ
の
薬
を
体
内
に
た
め
込
ん
で
い
る
た
め
、
恐
怖
公
害
人

間
の
吐
く
息
は
こ
の
薬
と
同
じ
成
分
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
息
を
吸
い
込
ん
だ
人
間

は
深
刻
な
公
害
病
を
引
き
起
こ
し
、
皮
膚
が
焼
け
た
だ
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
蒲
生

は
恐
怖
公
害
人
間
に
さ
れ
た
家
族
に
対
し
て
公
害
伝
染
病
を
ま
き
散
ら
し
て
し
ま
う

た
め
隔
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
告
げ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
回
は
一
般
市
民
が
公

害
を
ま
き
散
ら
す
怪
獣
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ゴ
リ
は
再
び
人
間
を
改
造
す
る
。
第
一
一
・
一
二
話
に
て
ゴ
リ
は
改
造
実
験
の
サ

ン
プ
ル
の
た
め
に
ゴ
ミ
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
を
捕
ま
え
る
。し
か
し
、

改
造
実
験
は
失
敗
し
、
運
転
手
は
自
我
を
残
し
た
ま
ま
、
怪
獣
ダ
ス
ト
マ
ン
に
な
っ

て
し
ま
う
（
２
９
）
。
ダ
ス
ト
マ
ン
は
ゴ
リ
の
秘
密
基
地
か
ら
脱
走
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
ゴ
ミ
を
求
め
て
夢
の
島
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
大
量
の
ゴ
ミ
を
食
べ
た
ダ
ス

ト
マ
ン
は
、
超
巨
大
怪
獣
に
な
り
、
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
で
は
歯
が
立
た
な
く
な
る
。

し
か
し
、
ダ
ス
ト
マ
ン
は
、
人
間
の
自
我
を
残
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
害
す
る
こ
と

で
自
身
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
。
自
害
に
よ
っ
て
怪
獣
化
か
ら
解
け
た
運
転
手
は
公
害

病
を
患
う
こ
と
に
な
る
も
一
命
を
取
り
留
め
る
の
で
あ
る
。 

 

ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
の
公
害
怪
獣
の
中
で
や
や
異
質
な
怪
獣
が
、
交
通
事
故
怪
獣
ク

ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
で
あ
る
（
３
０
）
。
こ
の
怪
獣
は
ゴ
リ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
怪
獣
で

は
な
く
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
カ
ツ
オ
少
年
が
生
み
出
し
た
怪
獣
で
あ
る
。
こ
の
怪

獣
は
、
父
親
が
作
っ
て
く
れ
た
怪
獣
人
形
が
実
態
と
な
り
出
現
し
た
怪
獣
で
あ
る

（
３
１
）
。
昏
睡
状
態
の
カ
ツ
オ
少
年
が
夢
を
見
る
と
、
怪
獣
が
道
路
に
突
然
現
れ
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
を
襲
う
。最
終
的
に
カ
ツ
オ
少
年
を
轢
い
た
青
年
サ
ブ
は
事
故
を
お
こ
し
、

病
院
に
入
院
す
る
。
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
は
ゴ
リ
が
送
り
込
ん
で
き
た
怪
獣
バ
ロ
ン
ザ

ウ
ル
ス
を
、
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
の
助
け
を
か
り
倒
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
ス
ペ
ク
ト

ル
マ
ン
は
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
に
自
動
車
を
襲
う
こ
と
を
や
め
る
よ
う
説
得
す
る
が
、

ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
は
反
応
し
な
い
。
し
か
し
、
バ
ロ
ン
ザ
ウ
ル
ス
の
破
壊
活
動
に
よ

っ
て
重
傷
を
負
っ
た
青
年
サ
ブ
が
死
亡
す
る
と
、
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
は
姿
を
消
し
、

二
度
と
現
れ
な
く
な
る
。 

今
か
ら
見
る
と
「
自
動
車
が
公
害
な
の
か
」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
件
解

決
後
の
シ
ー
ン
に
当
時
の
公
害
認
識
が
描
か
れ
て
い
る
。
事
件
解
決
後
、
公
害
Ｇ
メ

ン
た
ち
は
第
八
分
室
で
「
交
通
事
故
、
そ
れ
は
公
害
!!
」
と
見
出
し
を
掲
げ
る
新
聞

記
事
を
読
み
な
が
ら
、
め
で
た
し
め
で
た
し
と
話
あ
う
。 

 

太
田
「
怪
獣
の
一
匹
は
片
付
け
た
し
、
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
は
そ
の
後
は
姿
を
見

せ
な
い
し
」 

有
藤
「
め
で
た
し
め
で
た
し
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
」 

加
賀
「
本
当
に
め
で
た
し
か
な
ぁ
。・
・
・
・
町
に
で
て
み
い
、
子
供
が
安
心
し

て
歩
け
る
道
が
ど
こ
に
あ
る
。
昨
日
も
、
今
日
も
、
そ
し
て
、
明
日
も
。
子
供

た
ち
に
と
っ
て
今
の
町
は
地
獄
た
い
」（
３
２
） 

 

こ
の
シ
ー
ン
の
後
、
複
数
の
交
通
事
故
の
写
真
が
衝
突
音
と
と
も
に
次
々
と
映
し
出

さ
れ
、
最
後
に
は
交
番
前
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
昨
日
の
交
通
事
故 

死
亡
四
、
負

傷
一
七
四
」
の
看
板
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
公
害
怪
獣
た
ち
は
、当
時
の
公
害
問
題
を
象
徴
す
る
怪
獣
た
ち
で
あ
る
。

ヘ
ド
ロ
ン
や
ミ
ド
ロ
ン
は
、
四
大
公
害
病
の
よ
う
に
地
方
で
大
企
業
が
汚
染
物
質
を

垂
れ
流
し
て
発
生
さ
せ
た
産
業
公
害
の
象
徴
で
あ
る
。
一
方
で
、
東
京
は
、
高
度
経

済
成
長
期
に
よ
り
、
急
激
に
人
口
を
増
や
し
、
所
得
倍
増
計
画
と
経
済
成
長
重
視
の

政
策
に
よ
り
消
費
社
会
へ
と
移
行
す
る
。
結
果
、
激
増
す
る
生
活
排
水
や
ゴ
ミ
に
よ
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る
河
川
の
汚
染
、
埋
立
処
分
場
で
の
異
臭
、
火
災
、
害
虫
の
大
量
発
生
な
ど
が
問
題

化
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
激
増
す
る
自
動
車
に
よ
る
騒
音
、
渋
滞
、
排
気
ガ
ス
、
そ

し
て
、
交
通
事
故
が
ク
ル
マ
公
害
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
恐
怖
公
害
人
間

や
ダ
ス
ト
マ
ン
、
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
は
、
そ
れ
ま
で
の
産
業
型
公
害
か
ら
、
一
般
の

人
々
が
公
害
を
生
み
出
す
生
活
・
都
市
型
公
害
、
ク
ル
マ
公
害
へ
変
化
し
て
い
く
公

害
を
表
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

五 

公
害
と
宇
宙
人
、
サ
イ
ボ
ー
グ
、
公
害
Ｇ
メ
ン 

 

『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
で
は
、
登
場
人
物
に
よ
る
公
害
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
語

り
が
あ
る
。
ま
ず
、
宇
宙
人
で
あ
る
ゴ
リ
は
、
地
球
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
、
そ

れ
を
汚
す
人
間
を
下
等
な
生
物
と
し
て
非
難
す
る
。 

 

ゴ
リ
「
地
球
よ
、
お
ま
え
は
私
の
も
の
だ
。
人
間
は
こ
の
美
し
い
星
、
地
球
を

自
ら
の
欲
望
の
た
め
に
泥
の
よ
う
に
汚
し
て
い
る
。
許
せ
な
い
！
た
と
え
ど
ん

な
に
高
い
文
明
を
作
り
出
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
美
し
い
地
球
を
汚
し
腐
ら
せ

て
し
ま
う
人
間
ど
も
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
進
め
！
へ
ド
ロ
ン
！
人
間
ど

も
の
愚
か
な
文
化
を
破
壊
す
る
の
だ
！
」（
３
３
） 

 そ
し
て
、
地
球
に
は
ゴ
リ
が
怪
獣
を
作
り
出
す
た
め
の
材
料
が
大
量
に
あ
る
こ
と
が

告
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
ス
モ
ッ
グ
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
そ
し
て
、
ヘ
ド
ロ
だ
と
い
う
。 

第
三
話
で
も
次
の
よ
う
に
発
言
す
る
。 

 

ゴ
リ
「
美
し
い
私
の
地
球
。
し
か
し
、
浅
は
か
な
人
間
ど
も
は
公
害
で
汚
し
て

お
る
。
今
に
地
球
は
汚
れ
き
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
前
に
私
が
手
に
入
れ
な
け
れ

ば
！
」（
３
４
） 

 ゴ
リ
は
地
球
を
汚
す
人
間
を
愚
か
と
断
言
し
、
そ
の
文
明
を
破
壊
し
よ
う
と
怪
獣
を

送
り
込
む
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ド
ロ
ン
が
再
登
場
す
る
一
三
話
の
冒
頭
で
は
東
京

と
東
京
湾
が
映
し
出
さ
れ
、
ゴ
リ
は
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

ゴ
リ
「
東
京
と
か
い
う
そ
う
だ
な
。
活
気
に
あ
ふ
れ
た
大
都
会
だ
と
思
っ
て
い

る
ら
し
い
。
ば
か
な
。
た
だ
の
巨
大
な
ゴ
ミ
溜
め
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
こ

の
港
だ
。
こ
れ
で
も
海
か
。
違
う
。
ヘ
ド
ロ
の
沼
だ
。
太
古
の
海
は
生
命
を
生

ん
だ
。
現
代
の
沼
は
何
を
生
む
。
あ
ら
ゆ
る
有
機
物
と
無
機
物
の
混
沌
か
ら
燃

え
い
ず
る
恐
怖
と
奇
形
の
生
命
体
。
わ
し
は
そ
の
生
命
の
誕
生
に
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
ぴ
り
手
を
貸
し
た
だ
け
の
こ
と
。
恐
怖
を
生
ん
だ
の
は
他
な
ら
ぬ
人
間
よ
。

貴
様
た
ち
だ
！
」（
３
５
） 

 東
京
湾
に
浮
遊
す
る
ゴ
ミ
や
浚
渫
工
事
と
も
に
流
れ
る
こ
の
台
詞
は
、
ま
さ
に
公
害

怪
獣
が
生
み
出
さ
れ
る
根
本
的
な
原
因
は
人
間
に
あ
る
の
だ
と
ゴ
リ
は
語
り
か
け
る

の
で
あ
る
。 

一
方
で
、『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
で
あ
る
蒲
生
は
サ
イ
ボ
ー
グ
で
あ
る
た
め
か
、
公

害
に
対
し
て
は
距
離
を
取
り
、揶
揄
す
る
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
す
。第
二
話
で
は
、

ミ
ノ
ル
少
年
が
公
害
を
放
置
す
る
大
人
を
問
い
詰
め
る
。
へ
ド
ロ
ン
に
父
親
を
殺
さ

れ
た
ミ
ノ
ル
少
年
は
倉
田
室
長
に
、
な
ぜ
ヘ
ド
ロ
ン
が
生
ま
れ
た
の
か
、
大
人
た
ち

は
な
ぜ
ヘ
ド
ロ
を
放
置
し
て
い
る
の
か
と
問
い
詰
め
る
。 

 

ミ
ノ
ル
少
年「
ヘ
ド
ロ
さ
え
な
け
れ
ば
あ
ん
な
怪
獣
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
に
！
」

「
お
じ
さ
ん
、
ど
う
し
て
大
人
は
あ
ん
な
臭
く
て
汚
い
も
の
を
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
な
ん
だ
よ
！
お
じ
さ
ん
！
」（
３
６
） 

 問
い
詰
め
ら
れ
た
倉
田
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
蒲
生
は
ミ
ノ
ル
少

年
に
次
の
よ
う
に
答
え
る
。 

 
蒲
生
「
君
の
い
う
通
り
だ
。
そ
の
考
え
方
が
ヘ
ド
ロ
退
治
に
な
に
よ
り
も
必
要

な
こ
と
な
ん
だ
よ
。
ヘ
ド
ロ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
公
害
は
み
ん
な
そ
う
だ
。
悲
し

い
こ
と
に
大
人
た
ち
は
き
れ
い
な
も
の
と
汚
い
も
の
区
別
が
段
々
と
付
か
な
く
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な
っ
て
き
て
る
の
さ
。」（
３
７
） 

 さ
ら
に
、
ヘ
ド
ロ
ン
を
倒
し
た
あ
と
、
蒲
生
は
ミ
ノ
ル
少
年
と
別
れ
際
に
、
自
分
の

役
目
を
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。 

 

蒲
生
「
東
京
に
帰
っ
て
、
東
京
中
の
汚
い
も
の
や
醜
い
も
の
を
見
張
る
係
さ
。」

（
３
８
） 

 

ま
た
第
七
話
「
黒
の
恐
怖
」
冒
頭
で
も
他
の
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
と
は
異
な
る
態
度

を
示
す
。
東
京
を
覆
う
黒
い
ス
モ
ッ
グ
の
下
で
他
の
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
が
、
大
気
の

汚
染
状
況
の
観
測
結
果
を
眺
め
、
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
く
。
一
方

で
、
蒲
生
は
、 

 
 

蒲
生
「
ま
る
で
毒
ガ
ス
だ
。
よ
く
こ
ん
な
中
で
生
き
て
ら
れ
る
な
、
人
間
は
。」

（
３
９
） 

 と
他
人
事
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
。
す
る
と
、
突
然
、
ス
モ
ッ
グ
が
晴
れ
、
晴
天
が
覗

く
。
蒲
生
は
再
び
、 

 

蒲
生
「
青
空
を
あ
り
が
た
が
る
な
ん
て
、
こ
れ
だ
か
ら
人
間
は
。」（
４
０
） 

 と
発
言
す
る
。
さ
ら
に
、
第
一
四
話
で
ネ
オ
ヘ
ド
ロ
ン
を
倒
し
た
あ
と
、 

 

蒲
生
「
東
京
の
町
か
、
相
変
わ
ら
ず
汚
い
空
だ
な
。
飛
行
機
の
上
だ
と
あ
ん
な

に
澄
ん
だ
青
空
だ
っ
た
の
に
な
ぁ
」・
・
・「
空
が
汚
け
れ
ば
、
俺
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
す
れ
ば
い
い
の
さ
！
」（
４
１
） 

 と
脳
天
気
に
続
け
る
の
で
あ
る
。
人
々
を
救
う
た
め
に
怪
獣
と
戦
う
蒲
生
で
は
あ
る

が
、
公
害
で
汚
染
さ
れ
る
日
本
社
会
や
公
害
の
中
で
生
き
る
人
間
た
ち
を
皮
肉
る
よ

う
な
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
く
。
そ
の
姿
は
、
社
会
の
あ
り
方
を
問
い
た
だ
す
か
の

よ
う
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
は
公
害
に
対
す
る
別
の
一
面
を
語
っ
て
い
る
。
第
一

話
冒
頭
で
の
倉
田
室
長
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
公
害
調
査
局
の
仕
事
は
地
道
に
調

査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
に
急
行
す
べ
き
だ
と
と
い
う
蒲
生
に
対
し
て
、
公
害
Ｇ

メ
ン
た
ち
は
落
ち
着
く
よ
う
に
諭
す
。
例
え
ば
、
第
三
話
で
ア
オ
ミ
ド
ロ
被
害
の
現

場
に
全
員
で
急
行
す
べ
き
だ
と
い
う
蒲
生
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
が
象
徴
的

で
あ
る
。 

 

加
賀
「
ま
あ
ま
あ
、
気
負
う
気
持
ち
も
わ
か
ら
ん
で
も
な
か
。
我
々
の
仕
事
は

地
道
に
や
る
こ
と
た
い
。
ま
ず
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
を
ば
分
析
し
て
」 

蒲
生
「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
間
に
合
わ
な
い
！
あ
れ
は
誰
か
が
意
識
的
に
起
こ
し
て

い
る
事
件
な
ん
で
す
よ
。」（
４
２
） 

 急
が
せ
る
蒲
生
と
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
の
対
比
は
、
当
時
の
公
害
行
政
の
遅
さ
を
想
起

さ
せ
る
。
水
俣
病
が
公
式
発
見
か
ら
一
〇
年
放
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
原
因
物
質
と

そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

調
査
を
優
先
す
る
公
害
調
査
局
は
、
公
害
か
ら
生
ま
れ
る
怪
獣
の
被
害
を
食
い
止
め

た
い
蒲
生
に
と
っ
て
は
、
歯
が
ゆ
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
も
公
害
怪
獣
の
登
場
に
よ
り
自
分
た
ち
の
存

在
意
義
を
自
問
自
答
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
八
話
「
決
斗
!!
ゴ
キ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
」
に

て
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
が
ゴ
キ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
を
倒
し
た
と
い
う
報
道
を
見
て
、
歓
喜
す

る
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
、そ
の
中
で
、倉
田
室
長
は
一
人
神
妙
な
面
持
ち
で
つ
ぶ
や
く
。 

 

倉
田
室
長
「
無
力
だ
。
怪
獣
を
倒
す
の
が
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
な
ら
、
公
害
と
戦

う
の
は
、
我
々
だ
。
だ
が
、
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
の
働
き
に
く
ら
べ
て
、
い
っ
た

い
我
々
は
な
に
を
や
っ
た
と
い
う
ん
だ
。
ス
モ
ッ
グ
を
消
す
こ
と
が
で
き
な
い

公
害
調
査
局
。
ス
モ
ッ
グ
が
原
因
で
か
か
っ
た
病
気
す
ら
治
せ
な
い
ん
だ
、
俺
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た
ち
は
。
無
力
な
戦
い
を
積
み
重
ね
て
、
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
東
京
の

空
に
太
陽
が
よ
み
が
え
る
ん
だ
。
青
空
が
息
を
吹
き
返
す
ん
だ
。」（
４
３
） 

 こ
の
発
言
は
、
ま
さ
に
公
害
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
た
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
と

い
う
作
品
を
象
徴
す
る
台
詞
だ
と
言
え
る
。公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
は
、公
害
を
調
査
し
、

記
録
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
役
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ

に
登
場
す
る
科
学
特
捜
隊
や

M
A

T

（
怪
獣
攻
撃
隊
）
と
は
対
称
的
で
あ
る
。
科
学

特
捜
隊
やM

A
T

は
科
学
の
力
で
怪
獣
を
撃
退
し
よ
う
と
し
、
実
際
に
撃
退
し
た
り

退
治
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
公
害
調
査
局
は
地
方
自
治
体
の
部
署
の

ひ
と
つ
で
し
か
な
く
、
彼
ら
に
は
調
査
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
嘆
き
が
こ

の
倉
田
室
長
の
発
言
に
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
公
害
を
解
決
で
き
な
い
の
は
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
も
同
じ
で
あ
る
。
ス
ペ

ク
ト
ル
マ
ン
は
、
公
害
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
公
害
怪
獣
た
ち
を
倒
し
て
い
く
。
し
か

し
、
そ
の
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
公
害
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
な
い
、
い
や
、
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
蒲
生
は
サ
イ
ボ
ー
グ
と
し
て
外
か
ら
公
害
社
会
を
揶

揄
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
し
て
裏
腹
に
も
唯
一
公
害
を
な
く
そ
う
と
し
て
い

る
の
が
悪
役
の
ゴ
リ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
公
害
観
は
、
ま
さ
に
、「
非
日
常
を

生
み
出
す
日
常
と
は
な
ん
な
の
か
」
を
問
い
か
け
る
物
語
構
造
を
象
徴
す
る
構
図
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

六 

ま
と
め 

 

本
研
究
は
、「
公
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
特
撮
に
お
け
る
物
語
構
造
の
転
換
期
に
お

い
て
、
象
徴
的
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ

ン
』
に
注
目
し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
公
害
怪
獣
た
ち
を
分
析
し
、
登
場
人
物
の
公
害

に
対
す
る
語
り
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
に
登
場
す
る
公
害

怪
獣
は
、
ま
さ
に
公
害
そ
の
も
の
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
怪
獣
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼

ら
が
生
み
出
さ
れ
る
理
由
は
、
公
害
で
地
球
を
汚
す
人
類
を
滅
ぼ
す
た
め
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
は
公
害
怪
獣
と
い
う
「
非
日
常
の
侵
略
者
」
を
退

け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、「
日
常
」
と
し
て
存
在
し
、
怪
獣
を
生
み
出
す
原
因
で
あ
る

公
害
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
公
害
Ｇ
メ
ン
た
ち
も
公
害
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

こ
の
構
造
は
、
公
害
怪
獣
が
登
場
し
な
く
な
る
時
期
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第

三
一
話
・
三
二
話
に
お
い
て
、
漁
民
が
ヘ
ド
ロ
公
害
に
よ
っ
て
生
活
が
困
窮
し
打
ち

上
げ
ら
れ
た
怪
獣
の
卵
を
集
め
て
し
ま
い
、
怪
獣
を
呼
び
起
こ
し
て
し
ま
う
。
こ
こ

で
も
、
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
は
怪
獣
を
撃
退
す
る
も
の
の
、
問
題
の
根
本
で
あ
る
ヘ
ド

ロ
公
害
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
（
４
４
）
。 

こ
れ
は
ま
さ
に
、
花
岡
が
指
摘
す
る
「
守
ら
れ
る
べ
き
日
常
と
は
何
な
の
か
」
を

問
い
か
け
る
物
語
構
造
へ
の
転
換
期
を
象
徴
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
神
谷
が
言
う
と
こ
ろ
の
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
か
ら
『
帰
っ
て
き
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
ま
で
に
垣
間
見
ら
れ
る
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
科
学
へ
の
憧

憬
か
ら
一
転
し
、
粋
す
ぎ
た
科
学
技
術
や
成
長
主
義
、
開
発
主
義
へ
の
疑
問
を
提
示

し
て
い
く
物
語
構
造
の
変
化
と
も
一
致
し
て
い
る
。
第
二
次
怪
獣
ブ
ー
ム
に
先
駆
け

る
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
が
「
公
害
」
を
全
面
に
押
し
出
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
偶
然
で
は
な
く
、
ま
さ
に
時
代
の
必
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

    

参
考
文
献 

 

宇
野
常
寛
『
リ
ト
ル
・
ピ
ー
ピ
ル
の
時
代
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
一
年
。 

神
谷
和
宏
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
「
正
義
」
の
話
を
し
よ
う
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
一
年
。 

神
谷
和
宏
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
現
代
日
本
を
救
え
る
の
か
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
二
年
。 

高
橋
敏
夫
『
ゴ
ジ
ラ
が
来
る
夜
に
』
集
英
社
文
庫
、
一
九
九
九
年
。 

田
畑
雅
英
「
な
ぜ
ゴ
ジ
ラ
は
都
市
を
破
壊
す
る
の
か
」『
都
市
文
化
研
究
』
五
巻
、
一
六—

二
九
、 

二

〇
一
五
年
。 

花
岡
敬
太
郎
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
「
正
義
」
と
は
何
か
』
青
弓
社
、
二
〇
二
一
年
。 
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注 （

１

）「
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
」
ピ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
一
九
七
一
年
。 

（
２

）「
ゴ
ジ
ラ
」
本
多
猪
四
郎
、
東
宝
、
一
九
五
四
年
。  

（
３

）「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・T

B
S

、T
B

S

、
一
九
六
六
年
。「
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
セ
ブ
ン
」
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・T

B
S

、T
B

S

、
一
九
六
七
年
。「
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
」T

B
S

、
一
九
七
一
年
。 

（
４

）『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
四
話
「
大
爆
発
五
秒
前
」
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・T

B
S

。 

（
５

）『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
三
四
話
「
許
さ
れ
ざ
る
い
の
ち
」
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、

T
B

S

。 

（
６

）『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
三
二
話
「
果
て
し
な
き
逆
襲
」。 

（
７

）『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
三
〇
話
「
ま
ぼ
ろ
し
の
雪
山
」。 

（
８

）『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
六
話
「
沿
岸
警
備
命
令
」。 

（
９

）『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
二
二
話
「
こ
の
怪
獣
は
俺
が
殺
る
」
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
、T

B
S

。 

（
１
０

）
森
ビ
ル
株
式
会
社
『
日
本
特
撮
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
文
化
庁
、
一−

五
、
二
〇
一
三
年
。 

（
１
１

）「
ゴ
ジ
ラ
対
ヘ
ド
ラ
」
坂
野
義
光
、
東
宝
、
一
九
七
一
年
。 

（
１
２

）「
ゴ
ジ
ラV

S

」
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
、
二
〇
一
五
年
、[h

ttp
s://g

od
zilla

-v
s.ch

a
n

n
el.or.jp

]

、

P
S

４
。 

（
１
３

）「
ゴ
ジ
ラ
対
ヘ
ド
ラ
」
は
公
害
を
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
今
回
は
純
粋
に
「
公
害
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
公
害
怪
獣
」
に
限
定
す

る
た
め
、
同
作
品
に
つ
い
て
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。 

（
１
４

）
金
田
益
乗
「
四
五
周
年
の
特
撮
テ
レ
ビ
伝
説
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』×

『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』」）

『
別
冊
映
画
秘
宝
：
特
撮
秘
宝V
ol.3

』
洋
泉
社
、
四
二
、
二
〇
一
六
年
。） 

（
１
５

）
悪
役
を
全
面
に
出
し
て
い
る
こ
と
が
放
送
局
側
か
ら
指
摘
さ
れ
、『
宇
宙
猿
人
ゴ
リv

s

ス
ペ

ク
ト
ル
マ
ン
』（
第
二
一
話
〜
）
へ
、
最
後
に
は
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』（
第
四
〇
話
〜
六
三
話
）

へ
と
タ
イ
ト
ル
を
変
更
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
変
更
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
ス
ポ

ン
サ
ー
受
け
の
悪
か
っ
た
「
公
害
怪
獣
」
か
ら
宇
宙
人
や
宇
宙
怪
獣
へ
と
シ
フ
ト
し
、
通
常
の

特
撮
番
組
へ
と
変
化
し
て
い
く
。 

（
１
６

）「
公
害
Ｇ
メ
ン
」
は
第
三
六
話
か
ら
「
怪
獣
Ｇ
メ
ン
」
に
名
称
変
更
し
、
公
害
か
ら
怪
獣
対

策
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。  

（
１
７

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
話
「
ゴ
リ
・
地
球
を
狙
う
！
」。 

（
１
８

）
同 

（
１
９

）
同 

（
２
０

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
話
「
ゴ
リ
・
地
球
を
狙
う
！
」、
第
二
話
「
公
害
怪
獣
ヘ
ド
ロ
ン
を

 

倒
せ
!!
」。 

（
２
１

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
三
話
「
青
ミ
ド
ロ
の
恐
怖
」・
第
四
話
「
ラ
ー 

地
球
人
を
探
る
」。 

（
２
２

）
ピ
ー
・
プ
ロ
『
怪
獣
手
帳
』
発
行
年
不
明
。
掲
載
元
「
怪
獣
ド
ー
ス
カ
」ra

d
m

oon
lov

er

、

[h
ttp

s://ra
d
m

oon
lov

er.tu
m

b
lr.com

/p
ost/1

8
5
6
2
1
2
5
3
1
3
8
/

わ
れ
ら
公
害g

メ
ン]

二
〇

一
八
年
一
二
月
六
日
。 

（
２
３

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
三
話
「
ヘ
ド
ロ
ン
大
逆
襲
（
前
編
）」、
第
一
四
話
「
ヘ
ド
ロ
ン
大

逆
襲
（
後
編
）」。 

（
２
４

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
七
話
「
黒
の
恐
怖
」・
第
八
話
「
決
斗
!!
ゴ
キ
ザ
ウ
ル
ス
」 

（
２
５

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
九
話
「
恐
怖
の
ネ
ズ
バ
ー
ト
ン
」・
第
一
〇
話
「
怪
獣
列
車
を
阻
止
せ

よ
!!
」 

（
２
６

）
鷺
巣
富
雄
『
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
Ｖ
Ｓ
ラ
イ
オ
ン
丸
：
う
し
お
そ
う
じ
と
ピ
ー
プ
ロ
の
時
代
』

太
田
出
版
、
一
九
九
九
年
、
一
四
一
。  

（
２
７

）
例
え
ば
、
日
本
政
府
が
行
っ
て
き
た
世
論
調
査
を
見
る
と
、1

9
5
0

年
の
「
公
衆
衛
生
に
関

す
る
世
論
調
査
」
で
は
ネ
ズ
ミ
が
伝
染
病
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、19

8
8

年
の
「
生

活
型
公
害
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
鳩
の
フ
ン
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
参
考
：

h
ttp

s://su
rv

ey.g
ov

-on
lin

e.g
o.jp

/in
d
ex

-a
ll.h

tm
l

） 

（
２
８

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
五
話
「
恐
怖
の
公
害
人
間
!!
」・
第
六
話
「
美
し
い
地
球
の
た
め
に
!!
」 

（
２
９

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
一
話
「
巨
大
怪
獣
ダ
ス
ト
マ
ン
出
現
!!
」
第
一
二
話
「
よ
み
が
え

る
恐
怖
!!
」。 

（
３
０

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リv

s

ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
第
二
三
話
「
交
通
事
故
怪
獣
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
」・

第
二
四
話
「
危
う
し
!!
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
」。 

（
３
１

）
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
と
類
似
す
る
怪
獣
は
、『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
第
二
〇
話
「
恐
怖
の
ル
ー
ト

８
７
」
で
登
場
す
る
高
原
竜
ヒ
ド
ラ
で
あ
る
。
ヒ
ド
ラ
は
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
少
年
が
作

っ
た
銅
像
と
酷
似
す
る
形
で
出
現
し
、
国
道
を
走
る
自
動
車
を
襲
う
。
少
年
を
殺
し
た
ひ
き
逃

げ
犯
が
捕
ま
る
こ
と
で
、
ヒ
ド
ラ
が
出
現
し
な
く
な
る
。  

（
３
２

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リv

s

ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
第
二
四
話
「
危
う
し
!!
ク
ル
マ
ニ
ク
ラ
ス
」。 

（
３
３

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
話
「
ゴ
リ
・
地
球
を
狙
う
！
」。 

（
３
４

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
三
話
「
青
ミ
ド
ロ
の
恐
怖
」。 

（
３
５

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
三
話
「
ヘ
ド
ロ
ン
大
逆
襲
（
前
編
）」。 

（
３
６

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
二
話
「
公
害
怪
獣
ヘ
ド
ロ
ン
を
倒
せ
!!
」。 

（
３
７

）
同 

（
３
８

）
同 

（
３
９

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
七
話
「
黒
の
恐
怖
」。 

（
４
０

）
同 
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（
４
１

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
一
四
話
「
ヘ
ド
ロ
ン
大
逆
襲
（
後
編
）」。 

（
４
２

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
三
話
「
青
ミ
ド
ロ
の
恐
怖
」。 

（
４
３

）『
宇
宙
猿
人
ゴ
リ
』
第
八
話
「
決
斗
!!
ゴ
キ
ザ
ウ
ル
ス
」。 

（
４
４

） 
『
宇
宙
猿
人
ゴ
リv

s

ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』
第
三
〇
話
「
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
怪
獣
恐
怖
の
上
陸

!!
」、
第
三
一
話
「
あ
の
灯
台
を
救
え
!!
」。 



 1 

 

一 

自
然
に
対
す
る
理
解
を
醸
成
し
て
き
た
自
然
番
組 

 
 

自
然
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
、
自
然
写
真
な
ど
、
私
た
ち
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
生
物
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
多
い
。
特
に
自
然
番
組
は
、

テ
レ
ビ
が
家
庭
に
普
及
し
始
め
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
制

作
さ
れ
は
じ
め
、
現
在
で
もB

B
C

やD
isco

v
ery, N

atio
n
al G

eo
g
rap

h
ic, D

isn
ey

な

ど
が
制
作
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
日
本
で
も
、N

H
K

が
継
続
的
に
自
然
番
組
を
制

作
し
続
け
、
近
年
も
国
際
共
同
制
作
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

長
年
、N

H
K

の
自
然
科
学
番
組
を
担
当
し
て
き
たO

B

の
証
言
に
よ
る
と
、
自
然

番
組
の
功
績
と
は
、
大
き
く
分
け
て
「
遠
い
地
球
上
の
ど
こ
か
に
起
こ
っ
て
い
る
事

実
を
リ
ア
ル
に
伝
え
た
こ
と
」
そ
し
て
「
最
新
の
学
説
を
探
り
出
し
て
環
境
問
題
の

原
因
・
結
果
に
解
釈
を
加
え
て
新
知
見
を
伝
え
た
こ
と
」
と
語
る
（
水
野 2

0
0
1

）。

自
然
番
組
に
よ
っ
て
、
自
然
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ

た
の
は
、
自
然
番
組
の
功
績
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（G

o
o
d
all, 2

0
1
0

）。 

 

二 

自
然
番
組
は
科
学
的
知
見
を
ど
う
扱
い
、
伝
え
て
き
た
の
か 

 

こ
の
よ
う
に
、自
然
へ
の
理
解
に
貢
献
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
自
然
番
組
だ
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
研
究
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ
た
。M

itm
an

 

(1
9
9
9
)

やB
o
u
sé (2

0
0
0
)

な
ど
、
海
外
で
の
自
然
番
組
の
受
け
止
め
ら
れ
方
と
表
象
に

つ
い
て
知
る
上
で
有
益
な
研
究
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
は
英
語
圏

の
作
品
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、
自
然
番
組
に
お
け
る
自
然
科
学
の
扱
い
方
や
立
ち
位

置
に
つ
い
て
、
制
作
者
か
ら
の
実
際
の
証
言
を
も
と
に
国
際
比
較
を
し
た
も
の
は
少

な
い
。
本
発
表
は
二
〇
一
九
年
と
今
年
に
実
施
し
た
、
国
際
共
同
制
作
に
関
わ
っ
て

き
たN

H
K

の
自
然
番
組
制
作
ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
と
番
組
の
内
容

分
析
結
果
を
も
と
に
、
自
然
番
組
が
「
自
然
」「
科
学
」「
環
境
」
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
き
た
の
か
、
国
際
比
較
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

 

三 

調
査
内
容
に
つ
い
て 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
い
たN

H
K

の
自
然
番
組
製
作
陣
八
名

は
、
い
ず
れ
も
自
然
番
組
の
制
作
に
二
十
年
以
上
関
わ
っ
て
お
り
、B

B
C

や

D
isco

v
ery

な
ど
国
際
共
同
制
作
の
経
験
が
あ
る
。
日
本
と
海
外
の
自
然
番
組
の
両
方

に
つ
い
て
、
実
体
験
に
基
づ
い
て
話
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
、N

H
K

を
代
表
す

る
自
然
番
組
制
作
者
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る 

あ
わ
せ
て
、
過
去
に
放
送
さ
れ
たN

H
K

制
作
の
自
然
番
組
の
う
ち
、D

V
D

や

B
lu

-ray

で
発
売
さ
れ
て
い
る
自
然
番
組
を
十
八
本
視
聴
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
イ
ー
が
制
作
に
関
わ
っ
た
自
然
番
組
も
含
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
今
年

N
H

K

で
放
送
さ
れ
た
自
然
番
組
も
約
二
十
本
視
聴
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
番
組
内

で
科
学
的
知
見
が
ど
の
よ
う
に
可
視
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
か
ら

得
ら
れ
た
内
容
と
照
ら
し
た
。
具
体
的
に
は
、
番
組
に
お
け
る
科
学
的
知
見
の
説
明

に
、C

G

の
挿
入
や
統
計
的
デ
ー
タ
を
見
せ
て
い
る
の
か
、
そ
の
見
せ
方
の
方
法
に

注
目
し
た
。
ま
た
、B

B
C

の
自
然
番
組
に
お
い
て
、
日
本
と
海
外
の
自
然
番
組
の
比

較
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
た
め
、
国
内
で
入
手
可

能
で
き
るB

B
C

制
作
の
自
然
番
組
のD

V
D

を
十
五
本
視
聴
し
た
。そ
の
中
に
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
多
く
言
及
さ
れ
たB

B
C

制
作
の
自
然
番
組
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

 
 
 

四 
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
議
論
・
考
察 

自
然
番
組
は
「
自
然
」「
科
学
」「
環
境
」
を
ど
う
伝
え
て
き
た
の
か 

―
NHK

自
然
科
学
番
組
制
作
班
か
ら
の
証
言
に
基
づ
い
た
国
際
比
較―
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四
・
一 

現
場
で
の
発
見
を
支
え
て
き
たNHK

の
ビ
デ
オ
機
材 

 
N

H
K

の
番
組
制
作
者
は
映
像
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
科
学
的
知
見
が
あ
る
の
か

意
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
映
像
で
の
記
録
や
説
明
が
困
難
で
あ
る
地
政
学
的
な

部
分
、
生
態
学
的
な
部
分
は
、
テ
ロ
ッ
プ
や
地
図
、C

G

の
挿
入
を
駆
使
し
、
可
視

化
し
て
提
示
し
て
い
る
。
科
学
的
知
見
の
可
視
化
さ
せ
る
方
法
がN

H
K

の
番
組
で

確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
主
軸
は
、
単
な
る
科
学
の
可
視
化
で
は
な
く
、
現
場

で
の
発
見
で
あ
る
。NH

K

の
制
作
者
は
、制
作
者
が
撮
影
現
場
で
の
発
見
を
尊
重
し
、

取
ら
れ
た
映
像
に
対
し
て
、
科
学
的
に
ど
の
よ
う
な
説
明
が
で
き
る
の
か
を
、
可
能

な
限
り
、
現
場
か
ら
の
一
次
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。 

現
場
か
ら
の
一
次
情
報
の
収
集
に
あ
た
っ
て
、NH

K

制
作
者
の
現
場
取
材
を
支
え

た
の
は
、
ビ
デ
オ
機
材
で
あ
っ
た
。N

H
K

は
ビ
デ
オ
機
材
を
一
九
八
〇
年
代
か
ら
使

用
し
て
い
た
こ
と
で
、
長
時
間
生
態
の
一
部
始
終
を
撮
影
す
る
こ
と
や
、
現
場
で
の

発
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、N

H
K

の
番
組
の
制

作
シ
ナ
リ
オ
は
、
現
場
で
の
発
見
を
多
く
取
り
入
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。N

H
K

内
で
は
番
組
を
制
作
す
る
際
に
「
構
成
表
」
と
言
わ
れ
る
、
暫
定
的
な
シ
ナ
リ
オ
を

作
る
。
現
場
で
撮
影
で
き
る
と
予
想
さ
れ
る
映
像
や
取
材
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う

な
番
組
展
開
が
で
き
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
ス
タ
ッ
フ
内
で
想
定
し
、
構
成
表
を
作

成
す
る
。
そ
の
後
、
取
材
中
に
、
想
定
に
は
な
か
っ
た
現
場
で
の
発
見
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
応
じ
て
シ
ナ
リ
オ
構
成
も
修
正
す
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
 

四
・
二 

シ
ナ
リ
オ
に
忠
実
な
海
外
制
作
の
自
然
番
組 

 

イ
ギ
リ
ス
の
自
然
番
組
制
作
局
の
大
筆
頭
を
担
う

B
B

C

は
自
然
番
組
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
続
け

て
お
り
、
そ
の
撮
影
時
間
の
短
さ
に
つ
い
て
は
本
調
査
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
証
言
に
加

え
て
、B

B
C

が
過
去
に
放
送
し
た
番
組
「Z

o
o
 q

u
est in

 co
lo

u
r

」（S
ch

o
field

 et al., 

2
0
1
2

）や
「6

0 y
ears in

 th
e w

ild
 ep

iso
d
e 1

: L
ife o

n
 cam

era

」（B
arto

n
 an

d
 F

o
th

erg
ill, 

2
0
1
6

）
で
も
確
認
で
き
た
。
フ
ィ
ル
ム
撮
影
は
記
録
時
間
が
短
い
た
め
に
、
現
場
で

の
撮
影
姿
勢
もN

H
K

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。B

B
C

含
む
英
語
圏
の
自
然
番

組
製
作
陣
は
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
す
る
制
約
上
、
科
学
的
に
何
か
説
明
で
き
る
生
態
や

現
象
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
始
終
を
十
分
に
撮
影
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、彼
ら
は
現
場
で
は
決
め
絵
的
な
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
り
た
め
る
方
式
を
採
用
し
た
。

映
像
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
が
あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
番
組
シ
ナ
リ
オ
に
忠
実
に
従
う
こ
と

が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
ム
の
制
約
上
、
科
学
の
可
視
化
が
難
し
か

っ
た
た
め
、
現
場
取
材
と
合
わ
せ
て
、
ス
タ
ジ
オ
撮
影
を
用
い
た
撮
影
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
た
こ
と
が
、
国
際
共
同
制
作
に
関
わ
っ
て
き
たN

H
K

の
ス
タ
ッ
フ
ら
の
証
言
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。 

  
 

四
・
三 

「
美
」
と
「
環
境
保
全
」
を
強
調
し
て
い
く
自
然
表
象
の
現
在 

N
H

K

とB
B

C

は
、
そ
の
科
学
的
な
情
報
を
番
組
に
ど
う
落
と
し
込
む
の
か
、
そ

の
扱
い
方
や
、
番
組
全
体
が
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
両
方
と
も
、
博
物
学
や
生
態
学
な
ど
の
自
然
科
学
的
要
素
を
ベ

ー
ス
に
裏
付
け
を
踏
み
、
得
ら
れ
た
科
学
情
報
と
映
像
と
の
矛
盾
が
な
い
か
を
検
討

す
る
期
間
を
設
け
た
こ
と
で
、
自
然
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
質
保
証
が
な
さ
れ
て
き

た
。 だ

が
近
年
、
自
然
科
学
的
な
裏
付
け
に
つ
い
て
検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
動
物
の
動

画
が
、V

O
D

サ
ー
ビ
ス
やY

o
u
T

u
b
e

で
容
易
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
ト
レ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
、
視
聴
者
が
ク
リ
ッ
ク

し
て
み
て
み
た
い
も
の
を
目
指
し
て
制
作
し
、
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
、
こ
の
潮
流
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
流
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、N

etflix

や

H
u
lu

な
ど
のV

O
D

の
発
展
に
よ
っ
て
、
視
聴
者
が
見
た
い
と
思
え
る
、
き
れ
い
な

動
画
を
バ
ッ
ク
に
、
環
境
保
護
や
環
境
保
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
分
に
取
り
入
れ
た

番
組
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。V

O
D

の
発
展
に
よ
っ
て
、
環
境
保
護
団
体
は
映

像
を
使
っ
て
、
さ
ら
に
マ
ス
に
向
け
て
、
各
々
の
政
治
的
な
環
境
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
近
年
の
（
特
に
英
語
圏
で
の
）
自
然
番
組
が
自
然

保
護
寄
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
将
来
、
自
然
番
組
の
絶
対
的
に

正
し
い
姿
勢
で
あ
る
の
か
は
、
日
本/

海
外
の
自
然
番
組
の
制
作
陣
の
間
で
も
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
。 



 3 

自
然
に
対
す
る
理
解
を
、
い
ま
私
た
ち
は
自
然
そ
の
も
の
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア
か
ら

吸
収
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。「
環
境
・
エ
コ
」「
ネ
ッ
ト
」
の
影
響

を
強
く
受
け
た
自
然
番
組
の
意
図
が
そ
の
本
来
の
解
釈
通
り
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
注
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
過
渡
期
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 
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二
〇
一
五
年
に
始
ま
っ
た
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞―

O
N

L
IN

E
―

」
１

（
以
下
、

刀
剣
乱
舞
）
は
、
名
だ
た
る
刀
剣
が
「
刀
剣
男
士
」
と
い
う
刀
が
擬
人
化
し
た

姿
で
登
場
し
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
の
多
く
は
女
性
で
あ
り
、
刀
剣

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
聖
地
巡
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
フ
ァ
ン
の
多
く

が
女
性
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
に
よ
っ
て
刀
剣
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
聖
地
巡
礼

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
刀
剣
に
関
係
す
る
場
は
、
神
社
や
寺
院
な

ど
の
宗
教
施
設
が
多
く
、
フ
ァ
ン
た
ち
は
堂
社
に
参
拝
し
た
う
え
で
、
自
身
が

「
推
す
」
刀
剣
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
御
朱
印
や
お
守
り
を
い
た
だ
く
。
彼

女
た
ち
に
よ
る
聖
地
巡
礼
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
「
ア
ニ
メ
聖

地
巡
礼
」
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
に
登
場
す
る
風
景
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
刀
剣
本
体
の
鑑
賞
や
そ
の
歴
史
的
背
景
を
求
め
て
訪
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
動
き
の
中
で
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
青
江
神
社
は
、
以
前
は
年
八
日
の
祭
礼
日

の
み
社
務
所
が
開
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
刀
剣
乱
舞
の
フ
ァ
ン
た
ち
が
多

数
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
祭
礼
日
以
外
も
社
務
所
に
神
職
が
派
遣

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
あ
ら
た
に
刀
剣
乱
舞
に
因
ん
だ
お
守
り
や
限

定
の
御
朱
印
、
絵
馬
の
頒
布
ま
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

神
社
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
相
関
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
久
喜

市
の
鷲
宮
神
社
を
舞
台
と
し
た
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
論

考
が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
２

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
従
来
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、

地
元
商
工
会
の
努
力
に
よ
り
フ
ァ
ン
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
先
駆
け
的

存
在
と
い
え
よ
う
。 

「
ら
き
☆
す
た
」
の
聖
地
巡
礼
の
目
的
は
ア
ニ
メ
で
登
場
し
た
風
景
を
目
的

と
し
て
訪
れ
、「
痛
絵
馬
」
と
い
わ
れ
る
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
の
描
か
れ
た
絵
馬
の
奉

納
や
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
が
主
催
す
る
土
師

祭
に
お
い
て
は
、
ら
き
す
た
神
輿
が
千
貫
神
輿
と
揉
み
あ
う
様
子
が
新
聞
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
り
も
し
た
。「
ら
き
☆
す
た
」
以
外
に
も
神
社
が
聖
地
と
な
っ
た

例
は
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
ア
ニ
メ
作
品
に
登
場
し
た
「
場
面
」
を
求
め
て

フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
た
。 

し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
「
刀
剣
乱
舞
」
は
そ
う
し
た
ア
ニ
メ
作
品
の
「
場
面
」

に
登
場
し
た
風
景
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
刀
剣
や
、
そ

れ
ら
が
伝
来
さ
れ
て
ゆ
く
歴
史
的
背
景
に
触
れ
る
こ
と
に
目
的
が
置
か
れ
て
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
旅
の
目
的
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

こ
れ
に
加
え
て
、
来
訪
す
る
フ
ァ
ン
た
ち
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト
も
、「
ら
き

☆
す
た
」
の
場
合
は
世
俗
の
存
在
と
い
え
る
商
工
会
で
あ
り
、
鷲
宮
神
社
自
体

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
宗
教
性
」
に
つ
い
て 

―

ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞-O

NLI
NE

-

」
を
事
例
と
し
て―

 
中
山 

千
里 
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は
こ
の
動
き
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
取
り
続
け
て
い
る
の
に
対
し
、「
刀
剣
乱

舞
」
の
場
合
、「
聖
地
」
と
さ
れ
る
神
社
の
神
職
た
ち
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
し
ば
し
あ
る
。
な
ぜ
、
同
じ
く
「
聖
地
巡
礼
」
の
対
象
と
さ
れ
る
神

社
で
あ
る
の
に
、
こ
う
し
た
対
応
の
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
ず
両
者
の
相
違
と
し
て
、
フ
ァ
ン
の
中
心
層
の
性
別
の
差
異
が
挙
げ
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
「
ら
き
☆
す
た
」
の
場
合
、
そ
の
フ
ァ
ン
の
多
く
が
男
性
で
あ

る
の
に
対
し
、「
刀
剣
乱
舞
」
は
女
性
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
単
な
る
性
差
と
い
う
以
上
に
、
前
者
に
対
し
て
後
者
は
グ
ッ
ズ
や
守
札
の

購
入
は
も
と
よ
り
、
訪
問
先
の
寺
社
へ
の
奉
納
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
自
身

の
推
す
刀
や
そ
れ
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
宗
教
施
設
の
護
持
に
積
極
的
な
姿
勢
が

顕
著
に
み
ら
れ
る
。
神
社
の
訪
問
者
た
ち
の
目
的
が
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
さ
れ

た
風
景
を
見
る
こ
と
を
求
め
る
の
か
、
ま
た
は
刀
と
い
う
モ
ノ
や
こ
れ
が
持
つ

歴
史
的
背
景
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
よ

う
。
そ
し
て
両
者
の
最
大
の
違
い
は
お
守
り
や
御
朱
印
の
授
与
が
行
わ
れ
て
い

る
か
否
か
に
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
ら
き
☆
す
た
」
の
聖
地
で
あ
る
鷲

宮
神
社
の
場
合
、
鷲
宮
商
工
会
が
企
画
を
し
た
お
守
り
の
形
を
し
た
グ
ッ
ズ
が

神
社
境
内
の
外
で
「
販
売
」
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想
起

さ
せ
る
お
守
り
な
ど
を
神
社
側
は
一
切
「
頒
布
」
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
刀

剣
乱
舞
」
に
関
係
す
る
多
く
の
寺
社
に
お
い
て
は
、
刀
の
名
前
が
書
か
れ
た
御

朱
印
や
お
守
り
な
ど
、
本
物
の
宗
教
の
授
与
品
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

前
者
に
対
し
、
後
者
の
ほ
う
が
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
の
訪
問
者
と
ホ
ス
ト
で
あ
る

宗
教
者
と
の
間
に
、
よ
り
宗
教
を
介
し
た
結
び
つ
き
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

宗
教
社
会
学
者
の
石
井
研
司
氏
は
、『
魔
法
少
女
は
な
ぜ
変
身
す
る
の
か 

ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
宗
教
』
３

の
な
か
で
、
鷲
宮
神
社
の
反
応
と
し
て
「
参
拝

者
が
来
る
の
も
、
絵
馬
の
奉
納
も
拒
む
こ
と
は
し
な
い
が
、
神
社
が
イ
ベ
ン
ト

を
主
催
し
た
り
、境
内
を
そ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

地
元
商
工
会
や
商
店
街
の
要
望
で
あ
れ
ば
、
神
社
は
協
力
す
る
」
と
い
う
神
社

側
の
フ
ァ
ン
に
対
し
て
の
姿
勢
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
社
の
対
応
は「
神

社
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た
り
、
一
般
の
参
拝
者
が
不
安
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は

肯
定
で
き
な
い
」
と
し
て
、
男
性
が
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
初
詣
に
来
る
こ
と
な

ど
を
事
例
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
神
社
を
守
る
神
職
は
「
神
社
の

尊
厳
の
護
持
」
を
一
番
に
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
社
の
祭
神
に
関
わ
る
こ
と

だ
か
ら
で
あ
る
。
神
社
を
掃
除
す
る
の
も
、
祈
祷
を
す
る
の
も
、
祭
り
を
す
る

の
も
、
す
べ
て
は
神
の
た
め
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
地
域
に
住
む
人
々
の

為
だ
か
ら
で
あ
る
。
神
社
の
尊
厳
が
侵
さ
れ
る
こ
と
は
、
神
社
の
歴
史
性
宗
教

性
の
侵
害
に
他
な
ら
な
い
。
鷲
宮
神
社
と
し
て
は
そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
行
動
が

神
社
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。 

一
方
、
「
刀
剣
乱
舞
」
の
聖
地
と
し
て
の
神
社
の
多
く
で
は
神
職
に
よ
っ
て
、

フ
ァ
ン
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
心
が
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
女
た
ち
を

オ
タ
ク
の
フ
ァ
ン
で
は
な
く
参
拝
者
と
し
て
認
識
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
か
ら
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。「
刀
剣
乱
舞
」
に
登
場
す
る
鶴
丸
国
永
と
ゆ
か
り
の
あ
る
藤
森
神
社
の

宮
司
に
二
〇
一
五
年
「
京
都
刀
剣
御
朱
印
巡
り
」
の
初
回
の
開
催
時
に
話
を
聞

い
た
。
そ
こ
で
は
「
ど
ん
な
子
た
ち
が
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
対
応
に
際
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し
て
不
安
な
気
持
ち
を
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ン
と
の
交
流
を
通
し
彼

女
た
ち
を
「
参
拝
者
」
と
し
て
認
め
、
フ
ァ
ン
に
寄
り
添
う
対
応
を
続
け
て
い

る
。
フ
ァ
ン
た
ち
も
、
神
社
が
刀
剣
乱
舞
の
聖
地
と
な
る
こ
と
に
当
初
は
マ
ナ

ー
な
ど
の
点
で
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
自
ら
参
拝
方
法
を
確
認
し
た
り
、

現
地
へ
行
っ
た
フ
ァ
ン
や
マ
ナ
ー
に
詳
し
い
フ
ァ
ン
が

T
w

itter

を
通
し
て
情

報
を
発
信
し
た
り
し
て
い
た
。
神
社
と
フ
ァ
ン
、
双
方
の
寄
り
添
い
が
あ
っ
た

こ
と
で
、
今
日
の
刀
剣
乱
舞
の
聖
地
と
し
て
の
神
社
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

ま
た
、「
ら
き
☆
す
た
」
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
宗
教
行
為

を
目
的
と
し
た
「
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
４

。

し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
ら
き
☆
す
た
」
の
フ
ァ
ン
は
宗
教
行
為
を

目
的
と
は
し
て
い
な
い
た
め
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。し
か
し
、「
刀
剣
乱
舞
」

の
フ
ァ
ン
た
ち
の
行
動
は
ゲ
ー
ム
を
起
因
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
文
化
財
や
史
跡
の
真
正
性
に
特
別
な
価
値
観
を

見
出
す
「
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
お
り
、
訪
れ
る
フ
ァ

ン
の
中
に
は
チ
ケ
ッ
ト
の
当
選
祈
願
や
関
連
舞
台
の
成
功
な
ど
、
祈
り
や
願
掛

け
を
主
眼
と
す
る
者
も
い
る
。
後
者
の
物
は
願
掛
け
と
い
う
宗
教
行
為
を
主
眼

と
し
て
お
り
、
「
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

両
者
は
同
じ
「
聖
地
巡
礼
」
で
あ
っ
て
も
、
ホ
ス
ト
側
と
ゲ
ス
ト
側
の
違
い

で
内
容
は
大
き
く
違
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。 
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特
定
作
品
の
フ
ァ
ン
が
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
や
、
舞
台
モ
デ
ル
と
見
な
さ

れ
て
い
る
場
所
を
実
際
に
訪
れ
る
「
聖
地
巡
礼
」
と
い
え
ば
、
近
年
で
は
い
わ
ゆ
る

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
筆
頭
に
、
映
像
作
品
を
契
機
に
生
じ
る
事
例
が
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。
一
方
で
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
ラ
ノ
ベ
）
の
よ
う
な
小
説
作
品
の
場
合
、

聖
地
巡
礼
が
本
格
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
く
の
は
一
般
的
に
、
ア
ニ
メ
放
映

を
は
じ
め
と
す
る
映
像
化
の
実
現
以
降
で
あ
ろ
う
い
わ
れ
て
き
た
。
無
論
、
過
去
に

「
ラ
ノ
ベ
聖
地
巡
礼
」
と
呼
び
得
る
現
象
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

ア
ニ
メ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
豊
富
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
要
素
を
持
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

現
実
世
界
の
場
所
や
風
景
と
の
照
合
が
ア
ニ
メ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

（
活
字
）
で
は
、
大
々
的
な
聖
地
巡
礼
は
ま
だ
起
こ
り
づ
ら
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
で
は
「
ご
当
地
ラ
ノ
ベ
」
と
も
称
さ
れ
る
地
域
性

の
高
い
作
品
を
発
端
と
し
て
、前
述
の
認
識
を
覆
し
得
る
事
例
が
現
れ
始
め
て
お
り
、

作
品
の
映
像
化
を
待
た
ず
に
生
じ
る
純
粋
な
ラ
ノ
ベ
聖
地
巡
礼
が
徐
々
に
勃
興
し
つ

つ
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
で
あ
り
、
ラ
ノ
ベ
聖
地
巡
礼
と
い

う
現
象
に
大
き
な
転
換
点
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
本
発
表
で

取
り
上
げ
て
い
く
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』（
略
称
『
チ
ラ

ム
ネ
』）
と
、
福
井
県
福
井
市
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
チ
ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」
で
あ
る
。 

裕
夢
（
著
）ra

em
z

（
イ
ラ
ス
ト
）『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
シ
リ
ー
ズ

（
小
学
館
〔
ガ
ガ
ガ
文
庫
〕、
二
〇
一
九
年
～
）
は
、
主
に
福
井
県
福
井
市
を
物
語
の

舞
台
と
し
て
、
リ
ア
充
の
男
子
高
校
生
・
千
歳
朔
を
主
人
公
に
描
か
れ
る
学
園
青
春

ラ
ブ
コ
メ
で
あ
る
。
ガ
ガ
ガ
文
庫
の
公
募
新
人
賞
「
第
一
三
回
小
学
館
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
大
賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
本
作
（
原
題
は
『
ラ
ム
ネ
の
瓶
に
沈
ん
だ
ビ
ー
玉

の
月
』）
で
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
裕
夢
は
、
作
品
の
中
心
舞
台
と
な
っ
て
い
る
福
井

市
の
出
身
で
あ
り
、
作
中
に
は
、
作
者
自
身
が
熟
知
す
る
福
井
市
と
そ
の
周
辺
に
実

在
し
て
い
る
土
地
、
建
物
、
店
舗
や
、
そ
れ
ら
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
が
随
所
に
登

場
す
る
と
と
も
に
、「
等
身
大
の
福
井
の
高
校
生
」
を
彷
彿
さ
せ
る
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
た
ち
を
通
し
て
、
現
地
の
様
々
な
風
景
、
ご
当
地
グ
ル
メ
、
方
言
な
ど
が
頻
繁
に

描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
作
が
持
つ
「
ご
当
地
ラ
ノ
ベ
」
と
し
て
の
特
性
に

加
え
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
ガ
イ
ド
本
『
こ
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
す
ご
い
！
』（
宝
島
社
）

の
文
庫
本
ラ
ン
キ
ン
グ
で
連
続
一
位
（
二
〇
二
一
～
二
二
年
度
）
を
獲
得
す
る
ほ
ど

の
人
気
と
注
目
度
の
高
ま
り
を
背
景
に
、『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
は
福
井

市
の
新
聞
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
市
内
の
書
店
や
公
立
図
書
館
、
さ
ら
に

は
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
で
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
が
行
わ
れ
始
め
た
一
方

で
、
現
地
に
お
け
る
フ
ァ
ン
の
聖
地
巡
礼
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

こ
う
し
た
な
か
福
井
市
で
は
、
同
市
お
も
て
な
し
観
光
推
進
課
の
出
蔵
健
至
氏
を

中
心
に
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
頃
か
ら
『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
と
の
コ

ラ
ボ
企
画
「
チ
ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
（
１

）。
そ
の

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
複
数
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
（
物
語
の
舞
台
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
背
景
に
使
用
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
ポ
ス
タ
ー
：
全
一
一
種
類
）
や

聖
地
巡
礼
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
二
年
二
～
四
月
に
は
物
語
の
舞

台
を
巡
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
キ
ー
ワ
ー
ド
ラ
リ
ー
、
作
中
に
登
場
す
る
店
舗
と

の
シ
ョ
ッ
プ
コ
ラ
ボ
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
販
売
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
様
子
を
報
じ
た
『
毎
日
新
聞
』

二
〇
二
二
年
三
月
二
七
日
号
掲
載
の
記
事
で
は
、「
福
井
市
内
は
い
ま
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
「
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
」
シ
リ
ー
ズ
（
ガ
ガ
ガ
文
庫
）
で
描
か
れ
る
世 

「
物
語
の
解
像
度
」
を
高
め
る
ラ
ノ
ベ
聖
地
巡
礼
の
現
在 

―
『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
と
「
チ
ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」―

 

山
中
智
省 



 2 

                             

                             

 
図１ 聖地巡礼MAP 

 
図２ コラボポスター 

（2022年1月24日撮影・福井＆福岡物産展） 

 

図３ 福井市のショッピングモール「エルパ」に掲げられた特大バナー広告 

（2022年9月8日撮影・「チラムネ福井コラボ」2ndシーズン） 
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界
を
追
体
験
で
き
る
と
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
」
と

し
て
、
前
述
し
た
出
蔵
氏
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
つ
つ
、
同
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た

イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
開
始
一
ヶ
月
で
一
三
〇
人
以
上
が
市
内
複
数
個
所
を
巡
っ

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
（
２

）。
ま
た
、
企
画
に
参
加
し
た
福
井
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
「
エ
ル
パ
」
内
の
書
店
「
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
＆
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
で
行
わ

れ
た
来
店
者
調
査
を
見
る
限
り
、
県
の
内
外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
現
地
を
訪
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
３

）。
そ
し
て
、
こ
の
企
画
が
好
評
を
博
し
て
大
き
な
反

響
を
得
た
結
果
（
４

）、
二
〇
二
二
年
八
～
一
〇
月
に
は
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
、
聖

地
巡
礼
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
二
弾
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

福
井
市
は
（
引
用
者
註
：
八
月
）
１
９
日
か
ら
、
同
市
が
舞
台
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
「
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
」（
小
学
館
ガ
ガ
ガ
文
庫
）
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
を
実
施
す
る
。
今
年
２
～
４
月
に
続
く
第
２
弾
で
、
特
別
描
き
下
ろ
し
イ
ラ

ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
全
１
２
種
類
を
市
内
外
に
掲
示
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
登
場
す
る

三
つ
の
エ
リ
ア
を
巡
る
周
遊
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
用
意
し
、
作

品
と
リ
ア
ル
が
交
錯
す
る
「
チ
ラ
ム
ネ
の
夏
」
を
満
喫
し
て
も
ら
う
。（
５

） 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
本
発
表
で
は
、『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
と
い
う
作
品

の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
作
を
も
と
に
進
め
ら
れ
た
一
連
の
「
チ
ラ
ム
ネ
福

井
コ
ラ
ボ
」
の
動
向
に
着
目
し
、
企
画
関
係
者
の
証
言
等
も
適
宜
交
え
な
が
ら
、「
チ

ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」
の
企
画
・
開
催
の
経
緯
や
背
景
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
把
握

し
て
い
く
。
そ
の
際
、
発
表
者
が
企
画
関
係
者
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
こ
の
企
画
が
少
な
く
と
も
当
事
者
の
間
で
は
、
地
域
振
興
や
町
お
こ
し

に
よ
る
経
済
効
果
よ
り
も
、『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ
瓶
の
な
か
』
の
世
界
観
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
入
念
に
理
解
し
た
上
で「
チ
ラ
ム
ネ
の
物
語
の
解
像
度
を
高
め
る
」こ
と
、

お
よ
び
、「
チ
ラ
ム
ネ
の
フ
ァ
ン
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
を
最
優
先
し
て
い
た
点

に
目
を
向
け
な
が
ら
、
個
々
の
取
り
組
み
の
特
徴
や
相
互
の
関
係
性
を
分
析
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、「
チ
ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」
が
企
図
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
こ
の
事
例
が
今
後
の
ラ
ノ
ベ
聖
地
巡
礼
、
さ
ら
に
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
活

字
）
を
主
軸
に
据
え
た
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与

え
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

科
研
費
２
０
Ｋ
１
２
９
２
７
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
か
ら
見
た
現
代
日
本
の
「
文
学
」
の

変
容
／
再
編
に
関
す
る
研
究
）
の
成
果
の
一
部
を
含
む
も
の
で
あ
る
。 

 

 

注 （
１

）
福
井
市
観
光
公
式
サ
イ
ト
「
福
い
ろ
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
「【
コ
ラ
ボ
決
定
！
】
福
井
が
舞

台
の
青
春
ラ
ブ
コ
メ
！
『
こ
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
す
ご
い
！
』
を
連
覇
し
た
『
千
歳
く
ん
は
ラ
ム
ネ

瓶
の
な
か
』
と
は
」（h

ttp
s://fu

k
u

-iro.jp
/fu

k
u

irom
ik

k
e/ch

ira
m

u
n

e_toh
a
/

、
二
〇
二
二
年
七

月
一
三
日
最
終
更
新
）
に
お
い
て
は
、「
デ
ビ
ュ
ー
作
と
し
て
史
上
初
『
こ
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
す

ご
い
！
』
を
２
連
覇
し
た
同
作
品
と
聖
地
、
福
井
と
の
待
望
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
決
定
！
新
幹

線
開
業
に
向
け
て
、
福
井
を
盛
り
上
げ
る
「
チ
ラ
ム
ネ×

福
い
い
ネ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
!!?
」

と
告
知
さ
れ
て
い
た
。 

（
２

）「「
チ
ラ
ム
ネ
」
聖
地
巡
礼
仕
掛
け
人 

出
蔵
健
至
さ
ん
（
４
０
） 

フ
ァ
ン
と
地
元 

交
流
の
好

循
環
」、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
二
年
三
月
二
七
日
号
掲
載
。 

（
３

）「
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
＆
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ツ
イ
ー
ト
、

h
ttp

s://tw
itter.com

/a
k
u

sh
u

_b
ook

s/sta
tu

s/1
5
1
3
3
9
6
0
8
2
0
8
8
4
9
3
0
5
9
?s=

2
0
&

t=
n

N
2
N

-t

_S
fX

Z
3
8
jx

V
Q

V
J
G

2
g

、
二
〇
二
二
年
四
月
一
一
日
一
四
時
五
八
分
。 

（
４

）
コ
ラ
ボ
企
画
に
参
加
し
た
フ
ァ
ン
の
動
向
等
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
場
合
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
♯
チ
ラ
ム
ネ
福
井
コ
ラ
ボ
」
の
検
索
結
果
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
５

）「
チ
ラ
ム
ネ 

巡
礼
の
夏 

福
井
舞
台 

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル 

市
コ
ラ
ボ
企
画
第
２
弾 

特
別
ポ
ス
タ

ー
、
謎
解
き
も
」、『
福
井
新
聞
』
二
〇
二
二
年
八
月
一
八
日
号
掲
載
。 
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